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今月のことば
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
は
価
値
破
壊
の
最
先
端
。
差
別
反
対
の

番
組
を
つ
く
る
よ
り
、
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
を
番
組
に
出
す

方
が
効
果
的
」

　
今
野
勉
・
テ
レ
ビ
演
出
家（
７
・
16
）�

４
㌻

「
明
治
憲
法
は
19
世
紀
半
ば
の
欧
州
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。
自
民
党

の
憲
法
草
案
は
近
代
法
の
拒
否
で
慶
安
の
御
触
書
」

　
樋
口
陽
一
・
東
大
名
誉
教
授（
７
・
27
）�

５
㌻

安保法案　衆院通過
自民、公明両党などの賛成で安全保障関連法案を可決した衆院本会議＝7月16日
 撮影：藤掛　一成（共同通信社写真部）

相
次
ぐ「
三
ケ
タ
会
見
」

出
席
百
人
超

　13
回

　
山
高
き
が
故
に
貴
か
ら
ず
。記
者
多
き
が
故
に
貴
か
ら
ず
。

み
か
け
だ
け
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
。
出
席
し
た
記
者
が

多
い
か
ら
と
い
っ
て
、
中
身
は
別
問
題
だ
。
そ
れ
は
わ
か
っ

て
い
る
。
わ
か
っ
て
い
る
が
、
５
、
６
、
７
月
に
出
席
者
が

１
０
０
人
を
超
え
る「
三
ケ
タ
会
見
」は
計
13
回
と
目
白
押

し
だ
っ
た
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
拠
点
」と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
間
、最
も
多
く
の
記
者
が
集
ま
っ
た
の
は
村
山
富
市
・

元
首
相
と
河
野
洋
平
・
元
官
房
長
官（
６
月
９
日
、
３
２
３

人
）。
安
保
法
制
を
め
ぐ
っ
て
は
違
憲
派
学
者
の
小
林
節
、

長
谷
部
恭
男
の
両
氏（
６
月
15
日
、
２
０
９
人
）、
合
憲
派

の
西
修
、
百
地
章
の
両
氏（
６
月
19
日
、
１
４
１
人
）が
話

題
を
呼
ん
だ
。
沖
縄
関
連
も
翁
長
雄
志
県
知
事（
５
月
20
日
、

２
３
８
人
）や
沖
縄
２
紙
編
集
局
長（
７
月
２
日
、
１
６
１

人
）が
関
心
を
集
め
た
。
東
京
五
輪
で
森
喜
朗
組
織
委
会
長

（
７
月
22
日
、
２
３
６
人
）と
遠
藤
利
明
担
当
相（
７
月
24
日
、

１
２
０
人
）は
新
国
立
競
技
場
建
設
問
題
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が

重
な
り
注
目
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
直
接
、
連
動
し
た
会
見
も
、
背
景

を
探
り
長
期
的
な
見
通
し
を
聞
く
会
見
・
研
究
会
も
、
そ
れ

ぞ
れ
大
事
に
し
た
い
。�

（
中
井
良
則
）
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クラブゲスト
「戦後70年総理談話について」声明
発表／森喜朗・東京オリンピック・パラ
リンピック組織委会長 3

行天豊雄・国際通貨研究所理事長／パル
バース・作家／今野勉・テレビ演出家 4

藤原作弥・元日銀副総裁／樋口陽一・
東大名誉教授／青木冨貴子・ノンフィク
ション作家 5

アダムス・ヒューマン・ライツ・ウォッチ・アジア
局長／大西隆・豊橋技術科学大学長／
武富和彦・沖縄タイムス編集局長、潮平
芳和・琉球新報編集局長 6

維新の党 安保法案発表会見／堺屋
太一・アジア刑政財団会長／小林喜光・
経済同友会代表幹事 7

ナザルアハリ・駐日イラン大使／遠藤
利明・東京五輪担当相／森伸生・拓殖大
イスラーム研究所長 8

程永華・駐日中国大使 9

第13回海外取材団特集 10▶13

ドイツ・イスラエルの戦後和解
戦後70年企画「私の8月15日」 14▶17

あの日の夏
今井久夫／小島章伸／志甫溥／堂
本暁子／原孝文／藤原作弥／堀越
作治／牧内節男／松尾文夫
記者たちの夏
髙橋利行／星浩／安達宜正／平井
治
ワーキングプレス 18▶19

ギリシャ債務危機
� 朝日新聞社　梅原季哉
新幹線焼身自殺・火災事件
� 毎日放送　津村健夫
被災地通信　福島県楢葉町 20

� 福島民報社　円谷真路
リレーエッセー 21

「曲がったことが大嫌い」を地で生
きた米原万里さん
� TBSテレビ　金平茂紀
記者ゼミ 次世代ジャーナリズム
の現場編 22▶23

福原伸治・フジテレビ／小林恭子・在英
ジャーナリスト／平和博・朝日新聞
試写会 日本のいちばん長い日 24

� 宇治敏彦
マイBOOKマイPR 25

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
６
月
30
日
か
ら
７

月
９
日
ま
で
、
８
泊
10
日
の
日
程
で
ド
イ

ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
第
13
回
海
外
取
材
団

を
派
遣
し
た
。
ナ
チ
に
よ
る
６
０
０
万
人

の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
後
、
ド
イ
ツ
と
イ
ス

ラ
エ
ル
が
ど
の
よ
う
に
和
解
し
、
現
在
の

関
係
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か
。
戦
後
70
年

に
際
し
、
２
つ
の
国
を
歩
き
、
聞
き
、
考

え
る
旅
と
な
っ
た
。
政
治
家
、
学
者
、
記

念
館
、
市
民
団
体
か
ら
高
校
生
ま
で
取
材

し
た
人
は
20
人
を
超
え
る
。

　
企
画
に
は
在
日
ド
イ
ツ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
の
協
力
を
得
た
。
研
究
会「
ド
イ

ツ
の
戦
後
和
解
」の
講
師
、
武
井
彩
佳
・

学
習
院
女
子
大
学
准
教
授
も
加
わ
り
、
解

説
や
通
訳
を
お
願
い
し
た
。
事
務
局
も
含

め
９
社
12
人
が
参
加
し
た
。
参
加
し
た
記

者
た
ち
の
声
を
今
月
号
で
特
集
し
た（
10

～
13
㌻
）。

国
家
の
実
利
と
個
人
の
内
面
の
間
で

　
参
加
し
た
一
人
と
し
て
、
国
家
の「
実

利
」と
個
人
の
内
面
の
意
識
に
つ
い
て
手

短
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
な
ぜ
和
解
が
可
能
だ
っ
た
の
か
。
ド
イ

ツ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
員
、ム
リ
エ
ル
・

ア
ッ
セ
ル
ブ
ル
ク
さ
ん
は「
両
国
の
利
害

が
一
致
し
た
か
ら
」と
説
明
し
た
。
ド
イ

ツ
は
占
領
を
脱
し
て
国
際
社
会
に
復
帰
す

る
た
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
握
手
が
必
要
だ

っ
た
。
建
国
直
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
も
支
援

を
求
め
た
。
双
方
の
国
益
に
つ
な
が
る
か

ら
和
解
に
達
し
た
、
と
言
う
。
同
じ
解
説

は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
も
聞
い
た
。

　
身
も
ふ
た
も
な
い
話
だ
が
、
外
国
人
は

「
な
る
ほ
ど
」と
納
得
し
て
し
ま
う
。
実

利
な
き
外
交
は
あ
り
え
な
い
、
と
思
い
込

ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
奇
跡
に
思
え
る

和
解
で
も
、
裏
に
は
や
は
り
計
算
が
あ
っ

た
と
理
解
す
る
わ
け
だ
。

　
だ
が
、
そ
れ
は
半
面
で
し
か
な
い
だ
ろ

う
。
取
材
し
た
ど
の
ド
イ
ツ
人
も
ユ
ダ
ヤ

人
虐
殺
を「
犯
罪
」と
語
り
、
歴
史
の
責

任
を
今
も
引
き
受
け
る
と
話
し
た
。「
二

度
と
同
じ
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
責
任
が
僕

た
ち
に
は
あ
る
」と
17
歳
の
高
校
生
マ
ル

テ
君
は
言
う
。
ナ
チ
時
代
と
は
ま
っ
た
く

別
物
に
変
わ
っ
た
、
と
世
界
に
認
め
て
も

ら
わ
な
い
と
、
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
う

い
う
感
覚
が
個
人
の
内
面
に
あ
る
。

　
家
族
を
殺
し
た
ド
イ
ツ
人
の
謝
罪
を
ユ

ダ
ヤ
人
は
受
け
入
れ
た
。
憎
し
み
を
越
え

て
歩
み
出
す
た
め
、
個
人
の
内
心
を
整
理

す
る
上
で
、
そ
れ
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
国
家
や
指
導
者
の
判
断
だ
け
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
動
き
が
歴
史
を

作
る
。
戦
後
70
年
の
夏
に
考
え
込
ん
だ
。

�
（
専
務
理
事
　
中
井
良
則
）

シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
　
語
る
・
問

う
」ゲ
ス
ト
と
キ
ー
ワ
ー
ド（
敬
称
略
）

●
２
０
１
４
年

①
赤
坂
真
理
、原
武
史（
９
・
11
）：
戦
後
史

②
保
阪
正
康（
10
・
７
）：
昭
和
天
皇

③
加
藤
典
洋（
11
・
７
）：
敗
戦
後
論

④
髙
木
勇
樹（
11
・
13
）：
農
政

⑤
山
田
太
一（
11
・
14
）：
テ
レ
ビ

⑥
小
峰
隆
夫（
11
・
19
）：
経
済

⑦
志
摩
篤（
12
・
３
）：
自
衛
隊

⑧
張
本
勲（
12
・
３
）：
プ
ロ
野
球

⑨
渡
辺
靖（
12
・
12
）：
ア
メ
リ
カ

●
２
０
１
５
年

⑩
見
田
宗
介
、
大
澤
真
幸（
１
・
６
）：
日

本
社
会

⑪
明
石
康（
２
・
３
）：
国
際
社
会

⑫
濱
口
桂
一
郎（
２
・
16
）：
雇
用

⑬
宮
本
康
昭（
２
・
23
）：
司
法

⑭
竹
内
洋（
３
・
５
）：
大
衆
社
会

⑮
川
島
真（
４
・
24
）：
中
国

⑯
富
田
武（
５
・
11
）：
シ
ベ
リ
ア
抑
留

⑰
篠
田
正
浩（
６
・
１
）：
映
画

⑱
石
原
信
雄（
６
・
３
）：
官
僚

⑲
石
田
憲（
６
・
４
）：
イ
タ
リ
ア

⑳
小
長
啓
一（
６
・
16
）：
田
中
角
栄

㉑
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン（
６
・
22
）：

社
会
変
化

㉒
白
井
聡（
６
・
25
）：
永
続
敗
戦
論

㉓
行
天
豊
雄（
７
・
１
）：
通
貨

㉔
ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
バ
ー
ス（
７
・
13
）：

物
語

㉕
今
野
勉（
７
・
16
）：
テ
レ
ビ

㉖
藤
原
作
弥（
７
・
21
）：
満
州

㉗
樋
口
陽
一（
７
・
27
）：
憲
法

㉘
青
木
冨
貴
子（
７
・
30
）：
占
領

ド
イ
ツ・イ
ス
ラ
エ
ル
の
和
解
は
な
ぜ
可
能
か

　海
外
取
材
団
12
人
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学
者
が
学
者
で
あ
る
所
以
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。記
者
会
見
の
司
会
を
し
な
が
ら
、

そ
の
こ
と
が
ず
っ
と
頭
に
あ
っ
た
。
国
際

法
学
者
、
歴
史
学
者
、
国
際
政
治
学
者
74

　〝
時
の
人
〟の
登
場
に
、
場
内
は
立
ち
見

も
で
た
。
会
見
５
日
前
に
安
倍
晋
三
首
相

が
新
国
立
競
技
場
計
画
案
を「
白
紙
撤

回
」し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　「
会
見
申
し
込
み
の
あ
っ
た
時
は
、こ
ん

戦
後
70
年
総
理
談
話
に

関
す
る
声
明
発
表

学
者
の
良
心
と
責
任
と
は
何
か

７
・
17（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
橋
本
五
郎
委

員
／
出
席
：
１
１
８
人
／
動
画

森も
り

　喜よ
し

朗ろ
う

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
会
長

７
・
22（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
島
田
敏
男
委

員
／
出
席
：
２
３
６
人
／
動
画

責任は全体で負わなきゃならん

事
実
に
基
づ
き
な
が
ら
、
国
際
的
な
視
野

に
立
っ
て
過
去
の
戦
争
と
戦
後
日
本
の
歩

み
を
考
え
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ

れ
は
憲
法
を
ど
う
解
釈
す
る
か
を
第
一
義

に
す
る
憲
法
学
者
な
ど
と
は
自
ず
と
違
っ

て
く
る
。
政
治
的
信
条
や
学
問
的
立
場
の

違
い
を
超
え
て
わ
れ
わ
れ
の
最
小
限
の
意

志
を
示
そ
う
。
そ
う
い
う
熱
意
が
伝
わ
っ

て
く
る
記
者
会
見
だ
っ
た
。

Ｃ
）ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
総
会
で
の
説
明

を
控
え
、
嘆
き
節
を
披
露
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　「
大
変
迷
惑
し
て
い
る
。
新
国
立
競
技

場
は
組
織
委
員
会
が
造
る
わ
け
で
も
な
け

れ
ば
、
こ
う
し
て
く
れ
、
あ
あ
し
て
く
れ

と
言
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。造
る
の
は
国
、

そ
し
て
都
が
協
力
す
る
…
」

　
確
か
に
森
会
長
の
話
す
と
お
り
、
国
が

競
技
場
を
建
設
し
、
組
織
委
員
会
は
使
い

　
代
表
は
三
谷
太
一
郎
さ
ん
と
大
沼
保
昭

さ
ん
。
三
谷
さ
ん
の
よ
う
な
文
化
勲
章
受

章
者
が
署
名
の
先
頭
に
立
つ
の
は
珍
し
い

こ
と
だ
ろ
う
。
署
名
者
は
そ
の
道
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
２
つ
の
明
確
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。

　
ひ
と
つ
は
日
本
が
１
９
３
１
年
か
ら
45

年
ま
で
遂
行
し
た
戦
争
は
、
国
際
法
上
違

法
な
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
は
国
際
社

会
で
確
立
し
た
評
価
で
あ
る
こ
と
、
も
う

ひ
と
つ
は｢

村
山
談
話｣

や｢

小
泉
談
話｣

を｢

全
体
と
し
て
継
承
す
る｣

と
い
う
安

倍
首
相
に
対
し
、
具
体
的
な
表
現
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　
記
者
会
見
で
は
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
や
立
場
に
基
づ
く
質
問
も
予
想
さ
れ
た

が
、
大
沼
さ
ん
ら
の
真
摯
な
対
応
で
落
ち

着
い
た
会
見
に
な
っ
た
。
声
明
を
読
め
ば

よ
く
わ
か
る
が
、
あ
る
特
定
の
言
葉
を
使

う
か
ど
う
か
で
総
理
の
談
話
の
良
し
あ
し

を
論
ず
る
こ
と
の
是
非
や
、
後
世
の
私
た

ち
が
侵
略
か
ど
う
か
を
論
断
す
る
こ
と
へ

の
逡
巡
に
も
言
及
し
て
い
る
。
異
論
に
も

配
慮
し
た
苦
心
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
参

加
者
も
感
じ
取
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
全
文

を
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

　
企
画
委
員
　
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員

橋
本
　
五
郎

※
声
明
文
は
ク
ラ
ブ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
読
め

ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
検
索
欄
に「
戦
後
70
年
談

話
声
明
」と
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

運
営
し
て
い
く
立
場
に
過
ぎ
な
い
。

　
し
か
し
、
一
般
の
人
々
の
思
い
は
異
な

る
。
２
０
２
０
年
大
会
開
催
に
向
け
た
新

国
立
競
技
場
建
設
に
組
織
委
員
会
が
関
与

し
な
い
は
ず
は
な
い
、
当
初
予
算
の
１
３

０
０
億
円
が
２
５
２
０
億
円
に
ま
で
膨
ら

ん
だ
背
景
に
何
か
動
き
が
あ
っ
た
と
考
え

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
大
変
な
お
金
が
か

か
る
」で
済
ま
し
て
い
い
も
の
か
。

　
19
年
開
催
の
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
も
問
題
を
複
雑
化
し
た
。
森
会
長
は

日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
前
会
長
で
あ
る
。

　
明
確
な
説
明
も
せ
ず
に
主
導
し
た
文
部

科
学
省
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）の
責
任
は
免
れ
得
な
い
。
森
会

長
も「
Ｊ
Ｓ
Ｃ
や
文
部
科
学
省
が
扱
う
素

材
で
は
な
か
っ
た
」と
話
す
。
責
任
を
問

う
質
問
に
は
、「
ど
こ
に
責
任
が
あ
る
か

を
言
う
の
は
難
し
い
。
全
体
で
負
わ
な
き

ゃ
な
ら
ん
こ
と
だ
と
思
う
」。

　
一
方
で
、
ラ
グ
ビ
ー
を
引
き
合
い
に
し

て「
ワ
ン
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
」「
オ
ー
ル
・

フ
ォ
ア
・
ワ
ン
」と
今
後
の
在
り
方
を
説

い
た
。
大
会
開
会
ま
で
５
年
を
切
り
、
残

さ
れ
た
時
間
は
多
く
は
な
い
。

　「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
」で
招
致
決

定
当
時
の
高
揚
感
を
取
り
戻
し
、
祝
福
さ

れ
る
大
会
に
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
。
要

と
し
て
の
森
会
長
の
役
割
は
大
き
い
。

産
経
新
聞
特
別
記
者
　
佐
野
　
慎
輔

な
こ
と
に
な

る
と
は
夢
に

も
考
え
て
い

な
か
っ
た
」

　
冒
頭
、
事

態
の
急
転
ぶ

り
を
話
し

た
。
７
月
末

に
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委

員
会（
Ｉ
Ｏ

左から波多野澄雄、毛里和子、三谷太一郎、
大沼保昭、小此木政夫、石田淳の各氏

人
に
よ
る

｢

戦
後
70

年
総
理
談

話
に
つ
い

て｣

と
題

し
た
声
明

は
、
そ
の

ひ
と
つ
の

姿
を
示
し

た
と
言
っ

て
い
い
。

　
歴
史
的
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旧
大
蔵
省
で
国
際
金
融
問
題
の
最

高
責
任
者
で
あ
る
財
務
官
を
務
め
、

「
国
際
通
貨
マ
フ
ィ
ア
」の
一
員
と

し
て
知
ら
れ
る
。
第
一
線
を
退
い
た

現
在
で
も
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
発

言
な
ど
で
、
影
響
力
を
保
持
す
る
。

　
国
際
金
融
情
勢
を
揺
る
が
す
ギ
リ
シ
ャ
問
題
に
つ
い
て

は
、「
ギ
リ
シ
ャ
は（
ユ
ー
ロ
圏
の
）政
策
金
利
統
一
の
お

か
げ
で
、
か
な
り
低
金
利
で
資
金
調
達
で
き
、
楽
に
な
っ

た
の
で
、
税
で
も
社
会
保
障
で
も
甘
く
な
っ
た
」と
手
厳

し
い
。
と
は
い
え
、「
ユ
ー
ロ
離
脱
の
コ
ス
ト
が
高
い
こ

と
は
、（
ギ
リ
シ
ャ
も
）分
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で

…
…
」と
述
べ
、
混
乱
回
避
へ
の
期
待
を
に
じ
ま
せ
た
。

　
世
界
第
２
の
経
済
大
国
で
あ
る
中
国
に
つ
い
て
は
、「
米

ド
ル
一
極
支
配
的
な
体
制
を
、
何
と
か
変
え
た
い
と
い
う

非
常
に
強
い
意
図
を
持
っ
て
い
る
」と
し
て
、
貿
易
取
引

の
人
民
元
化
、
元
建
て
債
発
行
な
ど
人
民
元
の
国
際
化
、

交
換
性
付
与
、
金
利
自
由
化
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
。

　
中
国
が
中
心
に
な
っ
て
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行

（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）を
設
立
し
た
の
は
、「
自
分
た
ち
が
新
し
い

国
際
的
指
導
者
の
１
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め

だ
」と
言
う
。「
そ
れ
に
参
加
す
る
の
は
、
そ
う
い
う
中

国
の
国
際
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
」と

も
。筋
道
立
っ
た
話
し
ぶ
り
は
現
役
時
代
と
変
わ
ら
な
い
。

東
京
新
聞
出
身
　
川
北
　
隆
雄

　
日
本
語
を
知
ら
ず
に
初
め
て
東
京
に
来
た
の
は
１
９
６

７
年
。
目
黒
駅
近
く
で
お
で
ん
の
屋
台
に
入
っ
た
。「
チ

ク
ワ
」が
最
初
に
覚
え
た
日
本
語
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約

半
世
紀
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
は
日

本
に
住
み
つ
き
、
宮
沢
賢
治
や
井
上
ひ
さ
し
を
英
訳
し
世

界
に
紹
介
し
た
。
今
年
は
戦
争
中
の
沖
縄
を
舞
台
に
風
変

わ
り
な
小
説『
星
砂
物
語
』を
日
本
語
で
書
い
た
。

　
越
境
者
が
見
た
戦
後
日
本
は
、
持

つ
べ
き
ナ
ラ
テ
ィ
ブ（
説
話
、
物
語
）

を
失
っ
た
姿
ら
し
い
。「
ユ
ダ
ヤ
人

は
ナ
チ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
民
族
の

物
語
の
中
心
に
し
た
。同
じ
よ
う
に
、

広
島
・
長
崎
の
原
爆
は
戦
後
日
本
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
な
る

べ
き
だ
っ
た
。
20
世
紀
最
大
の
災
難
な
の
に
、
日
本
人
は

原
爆
投
下
を
異
物
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ー
な
こ
と
と
し
か
語

ら
な
い
。
残
念
で
す
」

　
沖
縄
も
３
・
11
大
震
災
の
東
北
も
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に

み
え
る
。「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
し
て
い
な
い
し
、
メ
ー
ン
テ

ー
マ
だ
、
と
感
じ
な
い
の
は
間
違
い
で
す
。
沖
縄
や
岩
手

を
抱
き
し
め
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
か
不
安
だ
」

　
記
憶
の
枠
組
み
を
作
れ
ば
、
次
世
代
に
伝
え
、
世
界
に

発
信
で
き
る
。
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
い
う
概
念
で
、
戦
後
の
欠

落
を
す
く
い
上
げ
る
。
そ
う
受
け
止
め
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事
　
中
井
　
良
則

　
拝
啓

　「
お
前
は
た
だ
の
現
在
に
過
ぎ
な
い
」

　
私
自
身
は
テ
レ
ビ
朝
日
に
入
社
し
た
時
か
ら
、そ
し
て
、

仙
台
の
ロ
ー
カ
ル
局
で
働
く
今
も
、
こ
の
言
葉
の
意
味
を

考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
野
さ
ん
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
沖
縄
」に
つ
い
て
か
ら
話
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
ね
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
時
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
制
作
さ
れ
た
ド

ラ
マ「
土
曜
と
月
曜
の
間
」、
こ
の

日
は
こ
の
作
品
の
一
部
分
し
か
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
手
法
の
斬
新
さ
と
、
28
歳
の
若
さ

で
日
曜
21
時
放
送
の
芸
術
祭
参
加
作
品
を
作
る
と
い
う
、

そ
の
時
代
の
テ
レ
ビ
の
若
さ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
５
年

後
に
再
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
こ
の
国
の
沖
縄

を
め
ぐ
る
有
様
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。

　「
テ
レ
ビ
と
大
衆
の
向
き
合
い
方
」の
お
話
も
印
象
的

で
し
た
。
私
自
身
は
今
、
テ
レ
ビ
が
地
域
の
大
衆
と
ど
う

向
き
合
っ
て
い
く
の
か
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
今
野
さ

ん
は
最
後
に「
今
、
テ
レ
ビ
は
け
っ
こ
う
頑
張
っ
て
い
る

と
思
う
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
に
は
若
い
テ
レ
ビ
人
へ

の
励
ま
し
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

敬
具

東
日
本
放
送
常
務
取
締
役
　
芋
原
　
一
善

行ぎ
ょ
う

天て
ん

　豊と
よ

雄お

　
国
際
通
貨
研
究
所
理
事
長（
元
大
蔵
省
財
務
官
）

米
ド
ル
一
極
体
制
に
挑
戦
す
る
中
国

７
・
１（
水
）シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
」㉓
／
司

会
：
実
哲
也
委
員
／
出
席
：
71
人
／
動
画

戦後70年

ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
バ
ー
ス
　
作
家
、
演
出
家

広
島
・
長
崎
を
「
物
語
」
に
し
な
か
っ
た
戦
後

７
・
13（
月
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㉔
／
司
会
：
中
井
良
則
専
務
理
事
／
出

席
：
45
人
／
動
画

今こ
ん

野の

　勉つ
と
む

　
テ
レ
ビ
演
出
家

今
野
勉
さ
ん
へ
の
手
紙

７
・
16（
木
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㉕
／
司
会
：
星
浩
委
員
／
出
席
：
43
人

／
動
画
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樋ひ

口ぐ
ち

　陽よ
う

一い
ち

　
東
京
大
学
名
誉
教
授

時
代
は
碩
学
を
遊
ば
せ
な
い

７
・
27（
月
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㉗
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：

67
人
／
動
画

青あ
お

木き

　冨ふ

貴き

子こ

　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

日
本
は
歴
史
の
検
証
を
し
て
い
る
の
か

７
・
30（
木
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㉘
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
出
席
：

58
人
／
動
画

戦後70年

　
経
済
記
者
か
ら
日
銀
副
総
裁
へ
と

華
麗
な
る
転
身
を
遂
げ
た
藤
原
作
弥

氏
は
、
昭
和
史
を
検
証
す
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て「
歴
史
の
語
り

部
」の
顔
も
持
つ
。

　
原
点
は
70
年
前
の
満
洲（
現
中
国
東
北
部
）か
ら
の
引

き
揚
げ
体
験
。
終
戦
の
前
日
、
満
州
北
部
の
興
安
街（
現

ウ
ラ
ン
ホ
ト
）で
起
き
た「
葛か

っ

根こ
ん

廟び
ょ
う

事
件
」。
女
性
や
子
ど

も
た
ち
が
ソ
連
戦
車
隊
の
銃
撃
で
命
を
落
と
し
た
こ
の
惨

劇
を
、
か
ろ
う
じ
て
逃
れ
た
の
が
当
時
８
歳
半
の
藤
原
氏

だ
っ
た
。

　
同
氏
が
執
筆
し
た『
李
香
蘭
　
私
の
半
生
』（
１
９
８
７

年
刊
行
）は
大
き
な
話
題
に
。
当
時
参
院
議
員
だ
っ
た
山

口（
大
鷹
）淑
子
さ
ん（
故
人
）の
数
奇
な
人
生
を
、
本
人

と
の
共
同
執
筆
と
い
う
形
で
世
に
出
し
た
。
満
洲（
中
華

民
国
）育
ち
で
中
国
姓
を
名
乗
る
女
優
、
歌
手
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
、
戦
後
は
日
米
で
活
躍
し
た
故
山
口
さ
ん
。
そ
の

生
き
ざ
ま
を「
昭
和
史
の
申
し
子
」と
し
て
約
２
年
半
か

け
て
取
材
・
執
筆
し
た
。

　
78
歳
の
今
も
昭
和
史
発
掘
に
取
り
組
む
老
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
は「
日
本
は
戦
前
は
軍
事
特
化
、
戦
後
は
マ
ネ
ー
特

化
」と
分
析
。
そ
の
上
で
、「
今
こ
そ
教
育
、
環
境
、
文
化
、

科
学
技
術
に
ジ
ャ
パ
ン
パ
ワ
ー
を
傾
注
す
べ
き
」と
新
安

保
法
制
に
突
き
進
む
安
倍
政
権
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
真

に
豊
か
な「
生
活
文
化
立
国
」を
熱
っ
ぽ
く
訴
え
た
。

時
事
通
信
出
身
　
泉
　
宏

　
教
壇
で
身
に
つ
い
た
習
性
か
。
背
後
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
ま
ず
、
政
治
、
憲
法
、
学
問
を
頂
点
と
す
る
三
角
形

を
描
い
た
。
さ
て
、
こ
の
３
点
が
生
む
連
関
と
緊
張
は
？
　

該
博
な
知
識
を
駆
使
す
る
樋
口
ゼ
ミ
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　
安
保
法
制
を
め
ぐ
り
、
戦
後
70
年
の
夏
が
あ
つ
い
。
そ

し
て
憲
法
の
、
こ
の
大
御
所
も
。
い
つ
も
の
穏
や
か
な
口

調
な
が
ら
、
安
倍
政
権
へ
の
批
判
は
容
赦
が
な
い
。

　
立
憲
主
義
や「
歴
史
と
記
憶
」へ

の
無
理
解
、
蔑
視
。
最
高
裁
・
砂
川

判
決
の
独
善
的
解
釈
。
現
政
権
は
西

欧
流
の
価
値
観
を
捨
て
、
ア
ジ
ア
型

独
裁
に
歩
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

　
思
考
ス
タ
イ
ル
は
外
柔
内
剛
と
い
っ
て
よ
い
。
東
日
本

大
震
災
の
後
、
出
身
地
・
東
北
の
復
旧
に
汗
し
た
自
衛
隊

員
ら
に
は
深
い
敬
意
を
示
す
。
だ
が
、「
隊
の
存
在
と
憲

法
９
条
に
整
合
性
な
し
」。
自
説
を
曲
げ
る
こ
と
は
な
い
。

９
条
が
隊
の
暴
走
を
食
い
止
め
て
き
た
の
だ
か
ら
、
と
。

　
国
会
前
の
ネ
ッ
ト
世
代
の
集
い
。「
こ
の
国
の
今
と
将

来
に
自
信
を
持
っ
た
」。
そ
う
述
べ
た
と
い
う
。
憲
法
で

最
も
重
き
を
置
く「
個
人
の
尊
重
」（
13
条
）。
そ
の
理
念

が
醸
成
し
た
若
者
た
ち
の
自
立
心
に
希
望
の
光
を
見
る
。

　
鶴
見
俊
輔
、
奥
平
康
弘
。
少
し
前
に
、
先
達
と
仰
ぐ
加

藤
周
一
。
リ
ベ
ラ
ル
な
リ
ー
ダ
ー
は
次
々
先
立
っ
た
。
書

斎
派
を
脱
し
、
後
を
担
う
覚
悟
は
で
き
た
よ
う
だ
。

　
齢
80
。
時
代
は
碩
学
を
遊
ば
せ
は
し
な
い
。（
敬
称
略
）

�

朝
日
新
聞
出
身
　
田
上
　
幹
夫

　
占
領
期
に
米
兵
と
日
本
人
女
性
の
間
に
生
ま
れ
た
混
血

児
を
救
う
た
め
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
ホ
ー

ム
を
開
い
た
沢
田
美
喜
。
三
菱
の
創
始
者
・
岩
崎
弥
太
郎

の
孫
娘
で
あ
り
、
夫
は
大
戦
中
に
外
務
次
官
だ
っ
た
。

　
昭
和
の
光
と
陰
が
凝
縮
し
た
本

『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
戦
っ
た
女
　
沢
田
美
喜
』

は
、「
戦
前
に
は
巨
万
の
富
を
持
っ

た
財
閥
の
令
嬢
が
、
混
血
孤
児
の
救

済
と
い
う
戦
争
の
後
始
末
に
た
っ
た

一
人
で
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
た
」物
語
だ
。
占
領
期
を
テ

ー
マ
に
し
た
著
者
３
冊
目
の
本
で
あ
る
。

　
占
領
軍
は
混
血
児
を「
米
軍
の
恥
」と
と
ら
え
、「
恥
の

宣
伝
」で
あ
る
ホ
ー
ム
の
設
立
に
強
く
反
対
し
た
と
い

う
。
沢
田
は
、
だ
か
ら「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
戦
っ
た
女
」な
の
だ
。

吉
田
茂
、
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
、
キ
ャ
ノ
ン
ら
戦
後
を
動
か
し
た

人
物
が
次
々
と
出
て
く
る
。
そ
し
て
下
山
事
件
。
戦
後
史

の
裏
面
に
切
り
込
み
、
興
味
深
い
。

　
日
本
は「
歴
史
の
検
証
を
し
っ
か
り
や
ら
な
か
っ
た
」

と
言
う
。
米
国
在
住
が
長
い
が
、
そ
の
米
国
は「
ど
ん
ど

ん
悪
化
し
寛
大
さ
を
失
っ
た
」。
日
本
へ
の
要
求
も
強
ま

る
だ
ろ
う
、
と
予
測
し
た
。

　
会
見
で
著
者
は
沢
田
の
１
９
５
３
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
読
み
上
げ
た
。「
再
軍
備
、
絶
対
反
対
。
戦
争
の
後
始

末
を
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い
る
身
で
す
も
の
、
戦
争
は
も

う
ま
っ
ぴ
ら
」

企
画
委
員
　
共
同
通
信
編
集
委
員
室
長
　
杉
田
　
弘
毅

藤ふ
じ

原わ
ら

　作さ
く

弥や

　
元
日
銀
副
総
裁（
元
時
事
通
信
解
説
委
員
長
）

真
に
豊
か
な
「
生
活
文
化
立
国
」
を

７
・
21（
火
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
㉖
／
司
会
：
川
戸
惠
子
委
員
／
出

席
：
62
人
／
動
画
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人
権
向
上
を
め
ざ
す
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｈ
Ｒ
Ｗ
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）の
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
を

調
査
し
て
き
た
。

　
ア
ダ
ム
ス
氏
は「
日
本
の
寛
大
な

国
際
援
助
に
敬
意
を
表
し
た
い
」と

し
た
う
え
で
、「
し
か
し
ダ
ム
や
道

路
な
ど
の
援
助
事
業
に
伴
い
、
現
地

住
民
の
意
思
に
反
し
強
制
移
住
が
行

わ
れ
、
人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
例
が
あ
る
」と
指
摘
す

る
。

　「
一
党
独
裁
型
の
国
家
に
援
助
す
る
場
合
、
政
権
だ
け

で
な
く
、
対
象
地
域
の
住
民
と
の
意
思
疎
通
が
重
要
。
し

か
し
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
は
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
か
、
事
務
所

に
こ
も
り
が
ち
で
現
場
に
足
を
運
ば
な
い
傾
向
が
あ
り
、

結
果
的
に
独
裁
政
権
を
支
援
し
て
い
る
」と
批
判
す
る
。

　「
援
助
大
国
」と
し
て
の
中
国
に
も
言
及
、「
援
助
額
で

中
国
と
対
抗
し
て
も
無
理
。
民
主
主
義
国
ら
し
い
人
権
に

配
慮
し
た
方
法
こ
そ
日
本
が
や
る
べ
き
援
助
」と
力
説
し

た
。

　
同
席
し
た
土
井
早
苗
・
Ｈ
Ｒ
Ｗ
日
本
代
表
は「
人
権
問

題
は
対
象
国
の
責
任
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
主
張
す
る
が
、
人
権

の
優
先
性
を
も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
反
論
を
聞
い
て
み
た
い
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
　
土
生
　
修
一

　「
こ
の
ま
ま
今
の
出
生
率
が
続
け
ば
、
今
世
紀
末
に
日

本
の
人
口
は
半
減
し
て
し
ま
う
」。
元
朝
日
新
聞
主
筆
の

船
橋
洋
一
氏
が
設
立
し
た
日
本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は

こ
ん
な
危
機
感
か
ら
人
口
問
題
民
間
臨
調
を
立
ち
上
げ
、

こ
の
ほ
ど
報
告
書『
人
口
蒸
発「
５
０
０
０
万
人
国
家
」日

本
の
衝
撃
』を
ま
と
め
た
。

　
座
長
の
大
西
隆
・
日
本
学
術
会
議
会
長（
都
市
工
学
）

が
会
見
し
、
提
言
を
説
明
し
た
。

　
出
生
率
を
人
口
置
換
水
準
に
戻
す

努
力
を
続
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
戦
前
の
よ
う
に「
産
め
よ
、
増

や
せ
よ
」と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な

い
。
結
婚
、
出
産
の
希
望
が
か
な
う

政
策
の
実
現
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
に
加
え
、
大
西
座
長

は
効
率
的
に
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
形
成
な

ど
人
口
減
へ
の
適
応
策
、
そ
し
て
各
地
に
付
加
価
値
の
高

い
産
業
を
興
し
て
人
を
集
め
る
な
ど
の
緩
和
策
が
必
要

だ
、
と
強
調
し
た
。
　
　

　
人
口
問
題
は
全
て
の
分
野
が
絡
み
、
ト
ー
タ
ル
な
対
策

が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
会
場
か
ら
は「
超
高
齢
化

の
乗
り
切
り
策
も
示
さ
な
い
と
、
理
解
を
得
ら
れ
な
い
の

で
は
」「
西
欧
は
５
千
万
の
人
口
で
う
ま
く
や
っ
て
い
る
の

で
は
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
た
。

企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
出
身
　
梶
本
　
章

　
沖
縄
の
地
元
２
紙
の
編
集
局

長
が
並
ん
だ
異
例
の
記
者
会
見

は「
腹
の
底
か
ら
の
怒
り
」を

抑
制
し
た
口
調
な
が
ら
、
発
せ

ら
れ
る
言
葉
は
重
い
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
。

　「
普
通
に
権
力
を
監
視
す
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動
を
し
て

い
る
の
に
、
記
者
会
見
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
こ
の

ブ
ラ
ッ
ド
・
ア
ダ
ム
ス
　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ（
Ｈ
Ｒ
Ｗ
）ア
ジ
ア
局
長

「
現
地
の
声
を
軽
視
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
批
判

６
・
24（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
西
村

好
美
／
出
席
：
42
人
／
動
画

大お
お

西に
し

　隆た
か
し

　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
学
長
、
日
本
学
術
会
議
会
長

人
口
民
間
臨
調
　

ト
ー
タ
ル
な
人
口
減
対
策
を
提
言

７
・
２（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
川
村
晃
司
委
員
／
出
席
：
77
人
／
動

画

武た
け

富と
み

　和か
ず

彦ひ
こ

　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
編
集
局
長

潮し
お

平ひ
ら

　芳よ
し

和か
ず

　
琉
球
新
報
編
集
局
長�

（
※
写
真
左
か
ら
）

「
共
に
あ
ら
が
い
た
い
」
と
呼
び
か
け

７
・
２（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
川
上
高
志
委
員
／
出
席
：
１
６
１
人

／
動
画

国
の
民
主
主
義
は
劣
化
し
、
表
現
の
自
由
、
言
論
の
自
由

は
危
う
く
な
っ
た
の
か
と
思
う
」

　
自
民
党
若
手
議
員
に
よ
る
勉
強
会
で
相
次
い
だ
２
紙
や

報
道
機
関
に
対
す
る
威
圧
的
な
発
言
。
両
氏
は
、
沖
縄
の

米
軍
基
地
問
題
や
２
紙
、
そ
し
て
県
民
に
対
す
る「
甚
だ

し
い
事
実
誤
認
」「
誹
謗
中
傷
」を
看
過
で
き
な
い
と
し

て
、
具
体
的
に
反
論
し
、
撤
回
・
訂
正
を
求
め
た
。

　
今
回
の
発
言
は
沖
縄
２
紙
だ
け
の
問
題
で
は
な
い「
報

道
圧
力
」。
両
氏
は「
全
メ
デ
ィ
ア
、
言
論
の
自
由
へ
の

挑
戦
と
感
じ
て
い
る
の
で
、共
に
あ
ら
が
っ
て
い
き
た
い
」

と
会
見
場
の
記
者
ら
に
呼
び
か
け
た
。

　
さ
ら
に
、
中
央（
在
京
）と
地
方
の
メ
デ
ィ
ア
の
意
識

差
、
中
央
に
よ
る
地
方
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
危
う
さ
も
強
調

し
た
。
こ
の
部
分
も
心
し
て
聞
い
た
。

企
画
委
員
　
西
日
本
新
聞
東
京
支
社
編
集
長
　
原
田
　
正
隆
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維
新
の
党
が
安
全
保
障
関
連
法
案
を
ま
と
め
た
の
を
受

け
て
記
者
会
見
し
た
。

　
与
党
側
は
維
新
が
対
案
を
提
出
し
た
こ
と
を
歓
迎
し
て

い
る
。
対
案
を
提
出
し
た
以
上
、
採
決
を
欠
席
し
な
い
だ

ろ
う
、
野
党
の
う
ち
１
党
で
も
出
席
し
て
い
れ
ば
強
行
採

決
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
柿
沢
未
途
幹
事
長
は
早
急
な
採
決
に
は
反
対
す
る
姿
勢

　
官
僚
と
し
て
大
阪
万
博（
１
９
７

０
年
）を
企
画
し
た
り
民
間
人
と
し

て
経
済
企
画
庁
長
官
を
歴
任
し
た
経

済
通
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
治
安
問

題
に
も
関
心
を
寄
せ
る
。
冒
頭
か
ら

日
本
が
世
界
で
ど
れ
だ
け
安
全
な
社
会
な
の
か
を
、
殺
人

や
交
通
事
故
の
発
生
件
数
な
ど
の
数
字
を
列
挙
し
て
説
明

し
て
み
せ
た
。
治
安
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
帳「
デ
ー
タ

で
み
る
安
全
な
国
　
日
本
」を
発
行
し
た「
ア
ジ
ア
刑
政

財
団
」会
長
と
し
て
の
会
見
だ
っ
た
。

　
安
全
・
安
心
・
正
確
・
清
潔
。
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

日
本
の
美
点
と
し
て
何
度
も
挙
げ
、「
全
国
民
、
全
世
界

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
た
。

　
し
か
し
、
安
全
安
心
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
る
社
会
へ
の

不
満
の
方
が
本
音
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
安
全
・
安
心
・

正
確
・
清
潔
に
な
る
一
方
、
社
会
に
面
白
み
が
な
く
な
っ

た
」「
途
方
も
な
い
安
全
志
向
に
な
っ
た
が
、
気
を
つ
け
な

い
と
、
監
獄
国
家
に
な
る
非
常
に
危
険
な
と
こ
ろ
だ
と
思

う
」。
次
々
と
聴
衆
に
警
告
を
発
し
た
。

　
現
在
を
、
明
治
の
強
い
日
本
、
豊
か
な
社
会
を
め
ざ
し

た
戦
後
日
本
に
続
く「
３
番
目
の
日
本
」と
位
置
づ
け
、

「
次
は
楽
し
い
日
本
に
」と
呼
び
か
け
た
。
段
階
的
に
移

民
を
受
け
入
れ
た
方
が
良
い
と
述
べ
る
な
ど
の
発
言
か
ら

は
規
制
嫌
い
の
大
阪
人
ら
し
さ
も
う
か
が
え
た
。

毎
日
新
聞
社
会
部
　
長
谷
川
　
豊

　
経
済
同
友
会
の
代
表
幹
事
と
し
て
は
初
め
て
の
会
見
。

持
続
的
な
社
会
に
向
け
て
、「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
・
０
」を

提
案
し
、
日
本
経
済
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
思

い
を
語
っ
た
。
理
学
博
士
で
も
あ
る
。〈
Ｚ
＝
ａ
＋
ｂ
ｉ
〉

と
い
う
数
式
を
示
し
、「
ア
ト
ム（
ａ
、
原
子
）と
ビ
ッ
ト

（
ｂ
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ｉ
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
時

代
」と
定
義
し
た
。
リ
ア
ル
な
世
界
の
も
の
づ
く
り
だ
け

で
な
く
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
デ
ー
タ
も
フ
ル
活
用
し
て
経

営
戦
略
に
知
恵
を
絞
る
べ
し
、
と
い
う
問
題
提
起
だ
。

　
小
林
さ
ん
の
言
葉
に
は
独
自
性
が

あ
る
。
常
識
や
世
間
で
喧
伝
さ
れ
て

い
る
理
屈
も「
脳
漿し

ょ
う

」を
絞
っ
て
考

え
抜
き
、
本
質
を
見
い
だ
す
試
行
錯

誤
を
続
け
て
い
る
証
左
だ
と
思
う
。

ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
話
を
と
う
と
う
と
話
す
経
済
人

が
多
い
昨
今
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
る
。

　
東
芝
の
不
正
会
計
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
な
ど
数

値
目
標
一
辺
倒
の
経
営
に
く
ぎ
を
刺
し
、「
数
値
目
標
だ
け

と
い
う
の
は
悲
し
い
話
で
す
」。
東
芝
で
は
相
談
役
や
会

長
が
影
響
力
を
持
ち
、
経
営
に
口
を
出
し
て
い
た
弊
害
も

指
摘
さ
れ
る
が
、「
２
、
３
年
前
に
と
ん
で
も
な
い
社
長

が
い
て
、
そ
の
尻
ぬ
ぐ
い
で
苦
労
す
る
と
い
う
の
が
一
般

的
。
先
輩
は
戦
犯
だ
と
思
い
な
が
ら
経
営
す
べ
き
」と
前

任
者
と
の
関
係
を
ク
リ
ア
に
す
る
大
切
さ
を
指
摘
し
た
。

企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
編
集
委
員
　
安
井
　
孝
之

維
新
の
党 

安
保
法
案
発
表
会
見

本
音
と
建
前
を
使
い
分
け
？
　
分
裂
の
火
種
も

７
・
６（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
三
反
園
訓
委
員
／
出
席
：
81
人
／
動
画

堺さ
か
い

屋や

　太た

一い
ち

　
ア
ジ
ア
刑
政
財
団
会
長
、
作
家

日
本
は
安
全
だ
け
ど
何
か
面
白
み
が
な
い

７
・
14（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
山
﨑
登
委
員
／
出
席
：
53
人
／
動
画

小こ

林ば
や
し

　喜よ
し

光み
つ

　

経
済
同
友
会
代
表
幹
事（
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
）

「
先
輩
は
戦
犯
」
の
思
い
で
経
営
を

７
・
22（
水
）昼
食
会
／
司
会
：
安
井
孝
之
委
員
／
出
席
：
82
人
／
動
画

左から丸山穂高安保調査会事務局長、
小野次郎安保調査会長、柿沢未途幹
事長、今井雅人政調会長

を
強
調
し
な
が
ら
も
、
欠

席
す
る
か
ど
う
か
明
言
を

避
け
た
。
ま
た
、
憲
法
学

者
が「
違
憲
」と
し
て
い

る
集
団
的
自
衛
権
を
認
め

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も

言
明
し
な
か
っ
た
。

　「
与
党
側
と
国
民
の
反

発
に
も
配
慮
す
る
」。
つ

ま
り
、
本
音
と
建
前
を
使

い
分
け
て
い
る
な
と
の
印
象
を
持
っ
た
。

　
ま
た
、
橋
下
徹
最
高
顧
問（
大
阪
市
長
）が
関
西
で
の

新
党
構
想
を
打
ち
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
柿
沢
幹
事
長

は「
は
い
そ
う
で
す
か
と
聞
き
流
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
」、
丸
山
穂
高
代
議
士
も「
い
つ
ま
で
も
橋
下
氏
に
頼

っ
て
い
て
は
い
け
な
い
」と
強
調
。

　
政
権
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
橋
下
氏
ら「
大

阪
組
」と
、
民
主
党
と
の
連
携
を
め
ざ
す
勢
力
と
の
路
線

対
立
の
深
刻
さ
も
浮
き
彫
り
に
。
こ
の
先
、
分
裂
も
？

企
画
委
員
　
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
三
反
園
　
訓
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絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
イ

ラ
ン
の
核
開
発
問
題
で
、
国
連
安
全

保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
に
ド
イ
ツ

を
加
え
た
６
カ
国
と
イ
ラ
ン
が
包
括

合
意
に
達
し
て
９
日
後
の
会
見
だ
っ

た
た
め
だ
。

　
イ
ラ
ン
は
今
回
の
合
意
で
、
国
際
社
会
へ
の
本
格
復
帰

に
め
ど
が
立
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
大
使
の
表

情
は
終
始
、
穏
や
か
で
口
調
は
滑
ら
か
だ
っ
た
。
合
意
の

背
景
に
つ
い
て
大
使
は
、「
米
国
が
わ
れ
わ
れ
の
立
場
を

認
め
、
歩
み
寄
っ
て
き
た
」と
強
調
し
た
。

　
対
イ
ラ
ン
経
済
制
裁
が
年
内
に
も
解
除
さ
れ
る
と
の
見

通
し
を
示
し
な
が
ら
大
使
は
、「
イ
ラ
ン
市
場
へ
の
参
入

で
日
本
企
業
は
高
い
潜
在
能
力
を
持
っ
て
い
る
」と
述

べ
、
理
由
に
つ
い
て
、
日
本
と
イ
ラ
ン
と
の
歴
史
的
関
係

の
深
さ
や
日
本
企
業
の
持
つ
技
術
力
の
高
さ
を
挙
げ
た
。

　
一
方
で
日
本
企
業
の
イ
ラ
ン
へ
の
出
足
が
鈍
い
こ
と
に

い
ら
立
ち
を
覚
え
て
い
る
よ
う
で
、「
欧
州
や
ト
ル
コ
、

中
国
、
韓
国
な
ど
の
企
業
は
２
０
１
３
年
秋
の
暫
定
合
意

以
降
、
相
次
い
で
イ
ラ
ン
を
訪
問
し
、
制
裁
解
除
に
備
え

商
談
を
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
企
業
は
イ
ラ
ン
へ

の
参
入
で
遅
れ
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　
日
本
の
安
全
保
障
関
連
法
案
や
原
発
関
連
で
の
両
国
の

協
力
の
可
能
性
に
も
触
れ
、
実
り
多
い
会
見
に
な
っ
た
。

毎
日
新
聞
外
信
部
長
　
小
倉
　
孝
保

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
開
幕
ま
で「
あ
と
５
年
」に

あ
た
る
日
の
会
見
を
、
こ
う
切
り
出
し
た
。「
ち
ょ
う
ど

５
年
後
の
７
月
24
日
、
夜
の
８
時
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
、

新
し
く
で
き
る
国
立
競
技
場
で
開
会
式
を
迎
え
ま
す
」。

夜
の
開
幕
は
、
東
京
の
夏
の
天
候
を
考
え
る
と
極
め
て
妥

当
で
、
ま
だ
調
整
が
残
る
が
、
歓
迎
さ
れ
る
方
向
性
の
示

唆
で
あ
る
。

　
と
同
時
に
、
こ
こ
で
述
べ
た
新
し

い
国
立
競
技
場
の
建
設
が
当
面
の
最

重
要
課
題
だ
。
巨
額
工
費
が
批
判
を

浴
び
、
計
画
の
白
紙
撤
回
が
決
ま
っ

た
ば
か
り
。
５
年
後
の
五
輪
の
メ
ー

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
、
関
係
閣
僚
会
議
の
議
長
に
な
り

陣
頭
指
揮
に
あ
た
る
。「
建
設
主
体
は
Ｊ
Ｓ
Ｃ（
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）で
す
が
、閣
僚
会
議
と（
そ
の
下
の
）

推
進
室
で
指
揮
監
督
す
る
。
私
の
下
で
責
任
を
も
っ
て
や

っ
て
い
く
」。
担
当
大
臣
と
し
て
の
自
負
を
に
じ
ま
せ
た
。

　
山
形
で
の
少
年
時
代
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
し
た
。
議

員
に
な
っ
て
か
ら
も
思
い
入
れ
は
強
い
。大
会
の
成
功
へ
、

条
件
を
３
つ
挙
げ
た
。
安
全
安
心
な
開
催
、
日
本
選
手
の

活
躍
、
障
害
者
と
健
常
者
の
共
生
な
ど
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー

（
遺
産
）づ
く
り
―
で
あ
る
。
前
回
大
会
は
戦
後
日
本
の
復

興
を
記
し
た
。
今
回
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
世

界
に
示
す
。「
世
界
最
大
の
お
祭
り
」と
五
輪
を
位
置
付

け
つ
つ
、
被
災
３
県
の
住
民
へ
の
視
線
も
持
つ
。

共
同
通
信
編
集
委
員
　
小
沢
　
剛

　「
す
べ
て
は
神
の
意
志
の
中
に
あ
る（
と
考
え
る
）。
イ

ス
ラ
ー
ム
は
楽
な
宗
教
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
メ
ッ
カ
大
学
で
学
ん
だ
イ
ス
ラ
ム

法
学
の
深
い
学
識
と
ア
ラ
ブ
世
界
で
の
豊
か
な
生
活
経
験

に
基
づ
い
て
、
森
伸
生
所
長
は
率
直
な
イ
ス
ラ
ム
観
を
披

露
し
、
笑
い
を
と
っ
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
め
ぐ
る
報
道
に

は
、
送
り
手
の
知
識
の
不
十
分
さ
か

ら
、
正
確
さ
を
欠
い
て
い
る
も
の
も

少
な
く
な
い
。
逆
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒

か
ら
抗
議
を
受
け
る
と
、
そ
の
内
容

や
、
他
の
宗
教
を
め
ぐ
る
報
道
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
深
く
検

討
せ
ず
に
、
報
道
機
関
と
し
て
の
主
体
性
に
疑
問
を
招
く

よ
う
な
対
応
を
と
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
今
回
の
会

見
と
質
疑
応
答
は
、
報
道
に
携
わ
る
者
に
有
益
な
時
間
だ

っ
た
は
ず
だ
。
ム
ス
リ
ム
の
日
常
で
も
、
よ
り
宗
教
的
な

人
と
世
俗
的
な
人
と
の
両
面
を
深
く
知
り
た
い
と
言
っ
た

私
は
、「
欲
張
り
」と
一
笑
さ
れ
た
が
…
。

　
過
激
派
組
織
が
同
じ
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
殺
害
す
る
テ
ロ

が
相
次
ぐ
中
で
、
森
さ
ん
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
時

代
に
も
同
様
の
事
件
が
あ
り
、
預
言
者
が
殺
害
者
を
厳
し

く
問
い
た
だ
し
た
と
さ
れ
る
伝
承
を
紹
介
。「
こ
う
し
た

教
え
が（
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
）伝
え
ら
れ
て
い
る
事
実
を

わ
れ
わ
れ
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」と
結
ん
だ
。

東
京
新
聞
外
報
部
　
嶋
田
　
昭
浩

レ
ザ
・
ナ
ザ
ル
ア
ハ
リ
　
駐
日
イ
ラ
ン
大
使

日
本
企
業
は
イ
ラ
ン
参
入
で
出
遅
れ
て
い
る

７
・
23（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
稲
見
誉
彦

／
出
席
：
51
人
／
動
画

遠え
ん

藤ど
う

　利と
し

明あ
き

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
相

新
国
立
競
技
場
「
責
任
も
っ
て
や
る
」

７
・
24（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
和
田
圭
委
員
／
出
席
：
１
２
０
人
／

動
画

森も
り

　伸の
ぶ

生お

　
拓
殖
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
長

「
イ
ス
ラ
ム
は
楽
な
宗
教
」

７
・
29（
水
）研
究
会「
イ
ス
ラ
ム
の
視
点
」②
／
司
会
：
脇
祐
三
委
員
／

出
席
：
48
人
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２
０
１
０
年
４
月
の
着
任
直
後
、
13
年

４
月
の
習
近
平
体
制
発
足
直
後
に
続
く
３

度
目
の
会
見
だ
っ
た
。
戦
後
70
年
を
意
識

し
つ
つ
、
改
善
の
軌
道
に
進
み
始
め
た
日

中
関
係
を
何
と
か
安
定
さ
せ
た
い
と
い
う

思
い
が
に
じ
ん
だ
発
言
が
目
立
っ
た
。

　
１
つ
は「
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

程Cheng Y
onghua

永
華
　
駐
日
中
国
大
使

７
・
23（
木
）昼
食
会
／
司
会
：
伊
藤
芳
明
理
事

長
　
島
田
敏
男
委
員
／
出
席
：
1
5
6
人
／
動
画

「日本は仮想敵国ではない」
日中関係改善に腐心

は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
基
本
認
識
だ
ろ
う
。

　
中
国
か
ら
の
訪
日
客
が
日
本
で
買
っ
た

商
品
に「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
」

が
多
い
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ン

ド
は
日
本
で
も
生
産
地
は
中
国
と
い
う
場

合
が
少
な
く
な
い
ら
し
い
。
中
国
製
品
に

日
本
製
の
部
品
が
使
わ
れ
、
そ
の
逆
も
あ

る
。
そ
れ
だ
け
日
中
の
経
済
関
係
が
緊
密

化
し
て
い
る
と
強
調
し
て
い
た
。

　
戦
後
70
年
の
歴
史
認
識
問
題
で
は「
侵

略
戦
争
の
責
任
を
明
確
に
し
、
誠
意
を
持

っ
て
反
省
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
」と
く

ぎ
を
刺
す
一
方
で
、「
戦
後
、
平
和
国
家

と
し
て
の
歩
み
を
堅
持
し
、
世
界
の
平
和

と
安
定
に
貢
献
し
て
き
た
」と
日
本
の
戦

後
の
歩
み
を
積
極
的
に
評
価
す
る
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
見
せ
た
。

　「
専
守
防
衛
政
策
が
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
疑
念
が
あ
る
」と
安
保
法
制
へ

の
懸
念
を
率
直
に
示
し
な
が
ら
も
、
中
国

側
に
は「
日
本
を
仮
想
敵
国
に
し
よ
う
と

い
う
考
え
は
毛
頭
な
い
」と
明
言
し
た
。

　
会
見
前
日
、
東
シ
ナ
海
に
中
国
が
増
設

し
た
ガ
ス
田
関
連
施
設
の
写
真
が
公
表
さ

れ
た
こ
と
で
参
加
し
た
記
者
の
関
心
は
、

こ
の
問
題
に
集
ま
っ
た
。「
日
本
か
ら
異

を
唱
え
ら
れ
る
余
地
は
な
い
」と
正
当
性

を
訴
え
な
が
ら
も「
中
国
側
は
抑
制
し
た

態
度
を
取
っ
て
い
る
」と
事
態
の
拡
大
を

望
ま
な
い
姿
勢
だ
っ
た
。

　
通
算
の
日
本
勤
務
が
20
年
と
い
う
中
国

き
っ
て
の
日
本
通
。
こ
れ
ま
で
２
回
の
会

見
と
同
様
に
通
訳
な
し
で
全
て
日
本
語
で

や
り
と
り
を
こ
な
し
た
。
大
使
と
し
て
の

５
年
間
を
振
り
返
っ
て「
七
転
び
八
起

き
」と
表
現
し
な
が
ら「
結
局
は
起
き
て

い
る
の
だ
か
ら
良
い
こ
と
で
す
が
」と
笑

い
を
取
る
あ
た
り
に
日
本
語
能
力
の
高
さ

や
人
柄
が
う
か
が
え
た
。

企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
論
説
室
専
門
編
集
委
員
　

坂
東
　
賢
治

わ
ら
ず
、
隣

国
同
士
は
引

っ
越
し
で
き

な
い
」と
い

う
発
言
だ
。

地
理
的
条
件

は
変
え
ら
れ

な
い
の
だ
か

ら
、
け
ん
か

し
て
ば
か
り

ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
取
材
団
　
語
録

（
10
－
13
㌻
に
特
集
）

◆
ド
イ
ツ

▽
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ロ
ー
ト
連
邦
議
会
副

議
長

　
歴
史
を
閉
じ
る
の
で
は
な
く
、
最
も
暗

い
歴
史
と
向
き
合
う
こ
と
は
ド
イ
ツ
人
と

ド
イ
ツ
を
強
く
す
る
。
東
西
ド
イ
ツ
の
再

統
一
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
ナ
チ
と
は
違

う
ド
イ
ツ
と
世
界
に
思
わ
れ
た
か
ら
だ
。

歴
史
に
対
す
る
責
任
感
は
現
在
の
ド
イ
ツ

人
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
ナ

チ
に
迫
害
さ
れ
た
生
存
者
が
い
る
限
り
、

補
償
を
続
け
る
。
同
性
愛
者
な
ど（
謝
罪

か
ら
）漏
れ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
落
と

し
穴
は
ふ
さ
い
で
い
く
。

▽
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
・
ク
ー
ネ
ル
・
ザ
ガ

ー
イ
さ
ん（「
躓つ

ま
ずき

の
石
」を
説
明
）

　
平
ら
に
埋
め
込
ん
で
い
る
の
で
物
理
的

に
躓
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
立
ち
止

ま
り
、
腰
を
落
と
し
、
頭
を
下
げ
て
名
前

を
読
む
。
頭
で
躓
い
て
ほ
し
い
。

▽
マ
ル
テ
君（
17
歳
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で

ナ
チ
被
害
者
の
個
人
史
を
研
究
）

　
僕
た
ち
に
直
接
の
責
任
は
な
く
て
も
、

二
度
と
同
じ
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
責
任
が

あ
る
。
過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
過
去

と
は
違
う
ド
イ
ツ
を
世
界
に
発
信
す
る
。

▽
ム
リ
エ
ル
・
ア
ッ
セ
ル
ブ
ル
ク
国
際
問

題
安
全
保
障
研
究
所
主
席
研
究
員

　
大
戦
後
、
両
国
の
利
害
が
合
致
し
た
か

ら
密
接
な
関
係
と
な
っ
た
。
建
国
直
後
の

イ
ス
ラ
エ
ル
は
経
済
・
軍
事
の
支
援
を
必

要
と
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
は（
占
領
か
ら
）

国
際
社
会
に
復
帰
す
る
た
め
、
米
国
の
ユ

ダ
ヤ
人
社
会
の
理
解
が
欠
か
せ
な
か
っ

た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
代
表
と
し
て
イ
ス
ラ
エ

ル
を
認
識
し
、
国
家
と
し
て
支
援
し
た
。

▽
ウ
ー
タ
・
ゲ
ア
ラ
ン
ト「
記
憶
・
責
任
・

未
来
」財
団
理
事
会
担
当

　
冷
戦
後
、
ナ
チ
の
強
制
労
働
被
害
者
が

米
国
で
個
人
補
償
を
求
め
、
集
団
訴
訟
を

始
め
た
。
ド
イ
ツ
の
政
治
・
経
済
界
は
企

業
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
終
わ
ら
せ
、
米
国
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
る
た
め
の
行
動
が
必
要

と
な
っ
た
。
米
国
の
裁
判
が
和
解
に
向
か

う
決
定
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

◆
イ
ス
ラ
エ
ル

▽
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ラ
ウ
師（
テ
ル
ア
ビ
ブ

教
区
主
席
ラ
ビ
、ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
生
存
者
）

　
ド
イ
ツ
は
米
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
と
も

に
最
も
親
し
い
国
の
ひ
と
つ
だ
。
だ
が
、

個
人
の
感
情
、
記
憶
は
違
う
。
70
年
た
っ

て
も
私
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

▽
ヤ
エ
ル
・
リ
ク
ラ
ー
さ
ん（
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
記
念
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
）

　
今
、
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
ド
イ
ツ
に
移
る

若
い
人
が
増
え
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
よ

り
暮
ら
し
や
す
い
か
ら
。
た
だ
、
私
の
夫

（
46
）は
い
ま
だ
に
ド
イ
ツ
製
品
を
買
お
う

と
し
な
い
。
た
ぶ
ん
、
ド
イ
ツ
に
悪
感
情

を
持
つ
最
後
の
世
代
で
し
ょ
う
。
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回
海
外
取
材
団

ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
後
和
解

　
初
日
の
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
ク
ラ
ウ
デ

ィ
ア
・
ロ
ー
ト
副
議
長
か
ら
は
熱
の
こ
も

っ
た
歓
迎
を
受
け
た
。
緑
の
党
の
共
同
代

表
も
務
め
た
女
史
は
、
最
近
国
交
樹
立
50

周
年
事
業
で
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
た
こ

と
に
触
れ
、
両
国
が
こ
こ
ま
で
来
た
こ
と

は
奇
跡
に
も
思
え
る
が
、
そ
れ
に
は
実
に

長
い
道
の
り
と
多
く
の
努
力
が
あ
っ
た

と
、
い
か
に
ド
イ
ツ
の
政
治
が
こ
の
問
題

に
一
歩
一
歩
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
か

を
語
り
、
そ
の
補
償
総
額
は
７
２
０
億
ユ

ー
ロ（
約
９
兆
７
千
億
円
＝
７
月
現
在
レ
ー
ト
）

に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
に

対
し
て
は「
歴
史
に
ふ
た
を
せ
ず
歴
史
と

共
に
歩
む
べ
き
だ
」と
述
べ
、
独
仏
歴
史

教
科
書
が
参
考
に
な
る
と
助
言
、
歴
史
に

向
き
合
う
こ
と
が
ド
イ
ツ
の
民
主
主
義
を

強
じ
ん
に
し
て
き
た
と
強
調
し
た
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
10
人
以
上
の
人
々
と
話

す
機
会
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
人
が
強
調

し
た
論
点
は
、
ほ
ぼ
共
通
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
つ
ま
り
、
ユ
ダ
ヤ
社
会
と
の

和
解
は
、
６
０
０
万
人
の
大
虐
殺
と
い
う

歴
史
か
ら
す
れ
ば
あ
る
意
味
、
奇
跡
的
な

も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、
ド
イ
ツ
は
国
民
的

努
力
を
傾
注
し
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
つ
つ

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
補
償
や
謝
罪
や
そ

れ
を
め
ぐ
る
論
争
な
ど
、
莫
大
な
コ
ス
ト

を
払
っ
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と
が
ド
イ
ツ

の
民
主
主
義
を
逆
に
強
く
し
た
。
の
み
な

ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
国
際
社
会
に
お
け
る
地

位
を
強
化
し
て
く
れ
た
。
日
本
に
対
し
て

は
、
状
況
が
異
な
り
偉
そ
う
な
こ
と
は
言

え
な
い
が
、
70
年
談
話
は
む
し
ろ
和
解
に

向
け
て
の
発
信
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
使
う

べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
だ
。

　
３
月
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
来
日
し
安
倍

晋
三
首
相
と
首
脳
会
談
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
ド
イ
ツ
関
係
者
の
言
い
っ
ぷ
り
か

日
本
は
ド
イ
ツ
の
体
験
を
過
小
評
価
す
べ

き
で
は
な
い
。
特
に
、
加
害
者
で
あ
っ
た

歴
史
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
街
の
あ
ち
こ
ち

に「
躓つ

ま
ずき
の
石
」や
メ
モ
リ
ア
ル
を
造
り
、

学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
に
迫
害
の
歴
史
を

伝
え
、
今
に
至
る
ま
で
ナ
チ
残
党
を
国
内

法
で
処
罰
し
、
そ
し
て
、
新
し
く
出
て
き

た
補
償
問
題
に
前
向
き
に
対
応
す
る
。
反

省
し
、
記
憶
し
、
継
承
す
る
の
が
ド
イ
ツ

の
強
さ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
ド
イ
ツ
に

国
際
社
会
復
帰
、
東
西
統
一
、
Ｅ
Ｕ
内
で

の
存
在
感
強
化
と
い
う
大
き
な
国
益
を
生

ん
だ
こ
と
は
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ

の
し
た
た
か
さ
こ
そ
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
思
う
。

ドイツ
反省、記憶、継承の姿に見た「強さ」
共同団長　倉重　篤郎（毎日新聞論説室専門編集委員）

「テロのトポグラフィー」資料展示館。ナチの蛮行を「読ま
せ」「見させる」教育的施設。案内役のナフマ事務局長の背
後の写真はヒムラー親衛隊全国指導者（7.3）

ら
す
る
と
、
多
分
そ

の
際
に
メ
ル
ケ
ル
さ

ん
が
安
倍
さ
ん
に
同

趣
旨
の
助
言
を
し
た

に
違
い
な
い
、
と
私

は
受
け
止
め
た
。
そ

れ
に
安
倍
さ
ん
は
ど

う
反
応
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
内
政
干
渉
と

ば
か
り
に
反
発
し
た

か
、
そ
れ
と
も
安
倍

談
話
に
サ
プ
ラ
イ
ズ

を
盛
り
込
ま
ん
と
耳

を
傾
け
た
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、

■
日
程（
８
泊
10
日
）

６
月
30
日（
火
）夜
成
田
発

ド
イ
ツ

７
月
１
日（
水
）早
朝
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

経
由
ベ
ル
リ
ン
着
▼
ア
ヴ
ィ
・
ニ
ー
ル
駐

独
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
公
使
会
見
▼
ク
ラ

ウ
デ
ィ
ア
・
ロ
ー
ト
独
連
邦
議
会
副
議
長

（
緑
の
党
元
共
同
代
表
）会
見

２
日（
木
）「
躓
き
の
石
」見
学
▼
ハ
ン
ナ
・

ア
ー
レ
ン
ト
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム（
中
高
一

貫
校
）訪
問
▼
ペ
ー
タ
ー
・
プ
リ
ュ
ー
ゲ

ル
独
外
務
省
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
部
長
会

見
▼
ア
ー
ヌ
ル
フ
・
ス
ク
リ
ー
バ
国
立
歴

史
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
部
長
会
見

３
日（
金
）テ
ロ
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
Ｓ

Ｓ
＝
親
衛
隊
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
＝
秘
密
警
察

の
本
部
跡
に
設
置
さ
れ
た
ナ
チ
ス
の
資
料

展
示
館
）見
学
▼
独
国
際
問
題
安
全
保
障

研
究
所
の
ム
リ
エ
ル
・
ア
ッ
セ
ル
ブ
ル
ク

主
席
研
究
員
昼
食
会
▼「
記
憶
・
責
任
・

未
来
」財
団
の
ウ
ー
タ
・
ゲ
ア
ラ
ン
ト
理

事
会
担
当
会
見

４
日（
土
）ア
レ
イ
ダ
・
ア
ス
マ
ン
・
コ

ン
ス
タ
ン
ツ
大
学
名
誉
教
授（
記
憶
の
文

化
研
究
者
）会
見
▼〈
ベ
ル
リ
ン
南
西
〉ヴ

ァ
ン
ゼ
ー
会
議
記
念
館
見
学
▼〈
ベ
ル
リ

ン
市
内
〉焚
書
記
念
碑
、
ノ
イ
エ
・
ヴ
ァ

ッ
ヘ（
国
立
中
央
追
悼
施
設
）、
欧
州
ユ

ダ
ヤ
人
虐
殺
記
念
碑
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ

記
念
碑
な
ど
見
学

５
日（
日
）〈
ベ
ル
リ
ン
北
部
〉ザ
ク
セ
ン

ハ
ウ
ゼ
ン
強
制
収
容
所
見
学
▼
ベ
ル
リ
ン

か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
経
由
テ
ル
ア
ビ
ブ

へ

海外取材 団

（
９
㌻
下
に「
取
材
団
・
語
録
」）
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イスラエル
歴史、宗教、そして和解

共同団長　杉田　弘毅（共同通信編集委員室長）

91歳のペレス前大統領（中央）を囲んで。ペレス氏は「過去」よりも「未
来」について多く語った。この会見には、現地特派員も参加した（7.6）

　
ユ
ダ
ヤ
教
の
白
い
帽
子
を
頭
に
乗
せ

「
嘆
き
の
壁
」を
見
上
げ
る
と
、
歴
史
が

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
感
覚
だ
。
こ
こ
に

ソ
ロ
モ
ン
王
が
第
１
神
殿
を
造
っ
た
の
は

３
千
年
前
。
す
ぐ
近
く
に
あ
る
イ
エ
ス
の

「
悲
し
み
の
道
」を
た
ど
れ
ば
、
磔
の
十

字
架
な
ら
ぬ
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
だ
け

と
い
う
の
に
汗
だ
ら
け
。
足
元
で
起
き
た

血
塗
ら
れ
た
数
千
年
の
歴
史
の
出
来
事
が

次
々
頭
に
浮
か
び
、
血
の
め
ぐ
り
も
速
く

な
る
。

　
こ
の
濃
密
な
過
去
と
対
面
し
て
暮
ら
す

イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
は
、
百
年
程
度
の
歴

史
克
服
に
苦
闘
す
る
日
本
の
取
材
団
を
ど

う
迎
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
印
象
的
な
言
葉

意
識
し
て
い
た
。

　
思
い
出
し
た
の

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル

と
の
和
解
に
成
功

し
た
西
ド
イ
ツ
の

初
代
首
相
コ
ン
ラ

ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ

ア
ー
だ
。
第
２
次

大
戦
直
後
に
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ

た
。

　「
世
界
に
は
２

つ
の
大
き
な
陣
営

し
か
存
在
し
な

い
。
キ
リ
ス
ト
教

を
誰
も
が
否
定
し
た
。

　
だ
が
、
ヒ
ン
ト
は

多
い
。
強
制
収
容
所

か
ら
生
還
し
た
ユ
ダ

ヤ
教
指
導
者
イ
ス
ラ

エ
ル
・
ラ
ウ
師
は

「
忘
れ
も
許
し
も
し

な
い
。
現
実
に
対
応

し
た
だ
け
だ
」。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
建
国
に

ド
イ
ツ
の
支
援
は
必

要
だ
っ
た
か
ら
和
解

を
受
け
入
れ
た
。
ド

イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

に
は「
過
去
の
克
服
」

と
い
う
共
通
の
国
益
が
あ
っ
た
。

　
教
育
者
は「
ト
ラ
ウ
マ
は
克
服
で
き
る

と
教
え
る
の
が
教
育
」と
言
っ
た
。
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
は
両
民
族
の
ト
ラ
ウ
マ
そ
の
も

の
だ
。そ
れ
を
克
服
し
た
こ
と
を
学
べ
ば
、

子
ど
も
た
ち
に
訪
れ
る
個
人
的
な
ト
ラ
ウ

マ
を
克
服
す
る
力
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
取
材
団
は
死
海
に
も
足
を
延
ば
し
た
。

塩
が
濃
く
よ
く
浮
か
ん
だ
。
対
岸
に
見
え

る
ヨ
ル
ダ
ン
の
山
々
か
ら
砲
弾
が
飛
ん
で

く
る
こ
と
も
、
も
は
や
な
い
。
だ
が
、
ガ

ザ
地
区
と
の
戦
い
の
方
は
、
あ
る
外
交
官

は「
時
間
の
問
題
」と
言
っ
た
。
こ
ち
ら

の
方
の
和
解
は
見
通
せ
な
い
。
こ
こ
で
は

宗
教
は
役
割
を
果
た
せ
な
い
の
か
。
血
で

歴
史
が
ま
た
上
書
き
さ
れ
て
い
く
の
か
。

が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　
モ
シ
ェ
・
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
・
ヘ

ブ
ラ
イ
大
学
教
授
は
ド
イ
ツ
・
イ

ス
ラ
エ
ル
と
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
和

解
の
相
違
に
つ
い
て
、「
精
神
と

伝
統
が
違
う
」と
語
っ
た
。「
ユ

ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
わ

れ
わ
れ
は
持
つ
」

　「
悔
悟
、
謝
罪
、
許
し
」の
枠

組
み
が
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
に

あ
る
が
、
ア
ジ
ア
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
か
。「
ア
ジ
ア
に
は
橋
を
か

け
る
共
通
の
言
葉
が
な
い
」と
も

教
授
は
答
え
た
。
自
分
は
宗
教
色

が
薄
い
と
言
う
教
授
だ
が
、
和
解

に
果
た
し
た
宗
教
の
役
割
を
十
分

的
＝
西
洋
的
陣
営
と
ア
ジ
ア
陣
営

だ
」。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
言
う
ア

ジ
ア
陣
営
と
は
ソ
連
、無
神
論
者
、

そ
し
て
個
人
の
自
由
を
服
従
さ
せ

る
体
制
の
こ
と
だ
。

　
自
由
の
観
念
も
体
制
と
個
人
の

関
係
も
西
洋
で
は
宗
教
が
意
味
を

持
ち
、
ア
ジ
ア
と
は
異
な
る
。
そ

れ
が
歴
史
和
解
の
行
方
も
左
右
す

る
。
教
授
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

自
ら
の
想
像
力
の
欠
如
に
う
ろ
た

え
た
。

　
民
族
絶
滅
を
目
標
に
ユ
ダ
ヤ
人

６
０
０
万
人
が
殺
さ
れ
た
。
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
の
す
さ
ま
じ
さ
と
東
ア

ジ
ア
の
戦
争
を
同
列
に
語
る
こ
と

イ
ス
ラ
エ
ル

６
日（
月
）〈
テ
ル
ア
ビ
ブ
市
内
〉　
ラ
ビ
ン

元
首
相
記
念
碑
、
独
立
記
念
館
見
学
▼
イ

ス
ラ
エ
ル
・
ラ
ウ
・
テ
ル
ア
ビ
ブ
教
区
主

席
ラ
ビ
会
見
▼
エ
フ
ド
・
ハ
ラ
リ
・
ヘ
ブ

ラ
イ
大
学
名
誉
教
授（
元
東
大
客
員
教

授
）夫
妻
昼
食
会
▼
シ
モ
ン
・
ペ
レ
ス
前

大
統
領
会
見
▼〈
エ
ル
サ
レ
ム
市
内
〉モ
シ

ェ
・
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
・
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
教

授（
歴
史
学
）会
見
▼
ハ
イ
ム
・
ホ
シ
ェ
ン
・

イ
ス
ラ
エ
ル
外
務
省
経
済
審
議
官（
元
駐

日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
公
使
）懇
談
会

７
日（
火
）ヤ
ド
・
ヴ
ァ
シ
ェ
ム（
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
記
念
館
）見
学
▼
ナ
タ
ン
・
シ
ャ

ラ
ン
ス
キ
ー
・
ユ
ダ
ヤ
機
関（
移
住
者
受

け
入
れ
機
関
）長
官
会
見

８
日（
水
）死
海
、〈
旧
市
街
〉嘆
き
の
壁
、

ヴ
ィ
ア
・
ド
ロ
ロ
ー
サ（
悲
し
み
の
道
）、

聖
墳
墓
教
会
な
ど
見
学
▼
モ
ニ
カ
・
イ
ワ

ー
セ
ン
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
独
大
使
館
臨
時
代

理
大
使
会
見
▼
テ
ル
ア
ビ
ブ
発
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
着（
帰
国
の
途
へ
）

９
日（
木
）イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
発
成
田
着
　

解
散

■
参
加
者
　
倉
重
篤
郎（
共
同
団
長
・
毎

日
新
聞
社
）／
杉
田
弘
毅（
共
同
団
長
・

共
同
通
信
社
）／
高
野
弦（
朝
日
新
聞
社
）

／
天
日
隆
彦（
読
売
新
聞
社
）／
押
野
真

也（
日
本
経
済
新
聞
社
）／
緒
方
優
子（
産

経
新
聞
社
）／
齋
藤
雄
介（
中
日
新
聞
社
）

／
小
市
昭
夫（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）／
前

田
克（
熊
本
日
日
新
聞
社
）／
武
井
彩
佳

（
学
習
院
女
子
大
学
）／
中
井
良
則（
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事
）／
石
川
洋（
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
企
画
担
当
部
長
）

海 外取材団
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●
知
り
た
か
っ
た「
ド
イ
ツ
の
な
ぜ
」

朝
日
新
聞
国
際
報
道
部
部
長
代
理
　
高
野
　
弦

　
な
ぜ
ド
イ
ツ
は
、
か
く
も「
過
去
の
克

て
日
本
の
戦
争
を
相
対
化
し
た
と
こ
ろ

で
、
何
も
益
す
る
も
の
は
な
い
。
そ
ん
な

思
い
を
強
く
し
た
。

取
り
組
み
が
重
要
だ
っ

た
と
強
調
し
た
。

　
米
国
の
国
際
政
治
学

者
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ

は
、「
信
頼
性
が
主
要

な
パ
ワ
ー
の
源
泉
に
な

る
に
つ
れ
て
、
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
が
以
前
よ
り
重

要
に
な
り
つ
つ
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
特
殊

な
ナ
チ
犯
罪
へ
の
深
い

反
省
を
示
す
ベ
ル
リ
ン

市
内
の
数
々
の
施
設
を

訪
ね
、
そ
の
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

っ
た
。
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
は
歴
史

的
に
み
て
も
衝

撃
的
だ
が
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治

区
ガ
ザ
の
現
状

を
見
る
た
び
、

複
雑
な
心
境
に

陥
る
。
中
東
情

勢
を
報
道
す
る

上
で
、「
バ
ラ

ン
ス
感
覚
」が

最
も
重
要
で
あ

る
こ
と
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
取

材
だ
っ
た
。

服
」が
徹
底
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
そ
の

精
神
性
は
ど
こ
か
ら

く
る
の
だ
ろ
う
。
一

連
の
取
材
を
通
し
て

知
り
た
か
っ
た
の

は
、
そ
の
こ
と
だ
っ

た
。外
交
的
な
戦
略
、

「
１
９
６
８
年
世
代
」

の
活
躍
、
そ
し
て
今

な
お
残
る
ユ
ダ
ヤ
社

会
へ
の
偏
見
。
こ
れ

ま
で
必
ず
し
も
朝
日

新
聞
が
伝
え
て
こ
な

か
っ
た
側
面
が
見
え
て
き
た
。

　「
暗
い
過
去
に
向
き
合
う
こ
と
は
、
ド

イ
ツ
を
強
く
す
る
」。
何
人
も
の
方
々
か

ら
同
じ
言
葉
を
聞
い
た
。
そ
れ
は
、
民
主

主
義
を
確
か
な
も
の
に
す
る
と
い
う
意
味

で
も
あ
り
、文
字
ど
お
り
、対
外
的
に「
強

く
」出
る
た
め
の
条
件
と
し
て
説
明
し
た

方
も
い
た
。
宿
願
の
東
西
統
一
を
成
し
遂

げ
、
欧
州
の
経
済
危
機
で
は
、
今
や
中
核

と
し
て
振
る
舞
う
ド
イ
ツ
。
近
隣
国
か
ら

の
信
頼
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成
し
得
た
こ
と

な
の
だ
ろ
う
。

　
日
本
と
ド
イ
ツ
に
は
戦
争
中
の
行
い
に

違
い
が
あ
る
。
で
も
、
そ
れ
を
突
き
詰
め

●〝
奇
跡
〟の
ベ
ス
ト

フ
レ
ン
ド

読
売
新
聞
論
説
委
員

天
日
隆
彦

　
強
制
収
容
所
の
生

存
者
で
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
主
席
ラ
ビ
を
務

め
た
ラ
ウ
師
が
、
テ

ル
ア
ビ
ブ
の
オ
フ
ィ

ス
で「
誰
が
許
せ
と

言
う
の
か
」と
、
厳

し
い
口
調
で
語
っ
た

の
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
。
今
も
ド
イ
ツ

別
の
問
題
で
、
ド
イ
ツ
は
ベ
ス
ト

フ
レ
ン
ド
だ
と
も
述
べ
た
。

　
国
交
樹
立
50
年
を
迎
え
た
両
国

は
、「
奇
跡
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

良
好
な
関
係
に
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
若
者
に
と
っ
て
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ベ
ル
リ
ン
は
人
気
の
街
で
、

移
り
住
む
人
も
多
い
と
い
う
。
ド

イ
ツ
連
邦
議
会
の
ロ
ー
ト
副
議
長

は「
歴
史
と
向
き
合
う
こ
と
が
ド

イ
ツ
を
強
く
す
る
」と
述
べ
、
補

償
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

で
の
宿
泊
は
拒
み
続
け
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
個
人
の
感
情
と
国
家
間
関
係
は

●
バ
ラ
ン
ス
感
覚
忘
れ
ま
い

日
本
経
済
新
聞
カ
イ
ロ
支
局
長
　
押
野
真
也

　
今
回
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
取
材
の
み
同
行

さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
イ

ス
ラ
エ
ル
は

日
常
業
務
の

カ
バ
ー
範
囲

だ
が
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
に

特
化
し
て
教

育
分
野
ま
で

踏
み
込
ん
だ

取
材
は
初
め

て
で
新
鮮
だ

●
濃
密
な
議
論
、
重
層
的
な
理
解

産
経
新
聞
社
会
部
　
緒
方
優
子

　
今
回
の
最
大
の
成
果
は
、
ド
イ
ツ
・
イ

ス
ラ
エ
ル
両
国
で
立
場
や
階
層
の
異
な
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
物
か
ら
、
濃
密
な
議
論
を

通
じ
て
率
直
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
だ
。
ド
イ
ツ
で
は
政
治
家

だ
け
で
な
く
、
研
究
者
や
教
育
者
、
子
ど

も
た
ち
に
も
直
接
話
を
聞
い
た
。
ま
た
、

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
生
存
者

と
膝
を
突
き
合
わ
せ
、
戦
後
70
年
を
経
て

も
続
く
悲
し
み
と
憤
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
っ
た
。
こ
う
し
た
取
材
を
通
じ
、

両
国
の
戦
後
和
解
が
表
面
的
な
謝
罪
や
金

銭
的
な
補
償
だ
け
で
な
く
、
政
治
、
経
済
、

ザクセンハウゼン強制収容所。門扉に「働けば自由になる」
と。この日は米国、英国の学生グループが見学していた（7.5）

ハンナ・アーレント・ギムナジウム高校１年の現代史
授業。ホロコースト犠牲者の家系図を作成中（7.2）

参加者の声　海外取材 団

ロート独連邦議会副議
長　安倍談話へのアド
バイスはと聞かれ、「過去
に学ぶこと」と一言（7.1）

「躓きの石」は１０㎝四方の大きさで真ちゅう
製。これはユダヤ人母子のもので、リガ（現ラ
トビア）連行３日後に殺害されたとある（7.2）
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時
間
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
生
み
出
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
が
重
層
的
に
理
解
で
き
た

こ
と
は
貴
重
だ
っ
た
。

●「
謎
」が
深
ま
る

中
日
新
聞
社
会
部
　
齋
藤
雄
介

　
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
謎
が
深
ま
る
。
９
日

間
の
ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
取
材
は
、
そ

ん
な
不
思
議
な
旅
だ
っ
た
。

　
ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
湖
畔
に
建
つ
ヴ
ァ
ン

ゼ
ー
会
議
記
念
館
。
ナ
チ
ス
の
親
衛
隊
幹

部
は
、
こ
こ
で
欧
州
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
１

１
０
０
万
人
を
絶
滅
さ
せ
る
手
順
を
決
め

た
。
た
っ
た
１
時
間
45
分
で
、
淡
々
と
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
、
根
深
い
差
別
の
歴
史
が
根
底
に
あ

っ
た
と
聞
い
て
も「
な
ぜ
」が
消
え
な
い
。

　
大
量
虐
殺
を
経
験
し
た
両
国
の
和
解
は

ド
イ
ツ
側
の
猛
省
と
、
首
脳
ら
が
冷
戦
下

の
現
実
を
直
視
し
て
き
た
積
み
重
ね
。
だ

が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
と
い
う
別
の
現
実

も
。
消
化
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

●
収
容
所
跡
の
静
寂

信
濃
毎
日
新
聞
報
道
部
長
　
小
市
昭
夫

　
ド
イ
ツ
は
暑
か
っ
た
。
特
に
あ
の
日
は

―
。
ド
イ
ツ
滞
在
最
終
日
の
７
月
５
日
、

ベ
ル
リ
ン
北
部
の
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
強

制
収
容
所
を
訪
ね
た
。
門
扉
の
飾
り
文
字

「
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
　
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｔ
　
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ｉ（
働
け
ば
自
由
に
な
る
）」、
そ
の
向

し
い
静
け
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　
案
内
役
の
ド
イ
ツ
人
女
性
が
敷
地
外
の

林
の
中
で
こ
う
べ
を
垂
れ
て
い
た
。
収
容

所
で
何
が
あ
っ
た
か
を
伝
え
る
音
声
が
静

か
に
響
く
。
帰
り
の
車
中
で
女
性
は
言
っ

●
研
究
と
報
道
の
連
携

�

学
習
院
女
子
大
学
准
教
授
　
武
井
彩
佳

　
一
般
に
、
研
究
者
と
報
道
機
関
の
情
報

交
換
が
双
方
向
で
あ
る
こ
と
は
少
な
い
。

研
究
者
は
後
者
を
表
面
的
に
す
ぎ
る
と
感

こ
う
に
東
京
ド
ー
ム
82
個

分
の
敷
地
が
広
が
る
。
監

視
塔
か
ら
見
や
す
い
よ
う

に
建
物
が
放
射
線
状
に
並

ん
で
い
た
と
い
う
敷
地
を

歩
く
。真
ん
中
に
絞
首
台
、

奥
の
方
に
ガ
ス
室
や
遺
体

焼
却
場
、
銃
殺
場
…
。
20

万
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
想
像
す
る
の
が
難

た
。「
つ
ら
い
で
す
」。
歴
史

に
向
き
合
い
続
け
る
姿
勢
が

垣
間
見
え
た
。

●「
記
憶
の
文
化
」に
学
ぶ

熊
本
日
日
新
聞
論
説
委
員

　
前
田
　
克

　
国
内
で
は
間
接
的
に
し
か

知
り
得
な
か
っ
た「
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
」を
直
に
学
べ
た
の

が
意
義
深
か
っ
た
。
強
制
収

容
所
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念

館
な
ど
展
示
施
設
へ
の
訪
問
、
生
存
者
の

宗
教
指
導
者
と
の
面
会
な
ど
、
多
角
的
に

取
材
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
６
０
０
万
と

い
う
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
の
数
の
人
間
が

殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
直
視
し
、「
人

は
こ
ん
な
に
も
残
虐
に
な
る
の
か
」と
重

い
気
持
ち
に
な
っ
た
が
、
こ
の
国
家
的
犯

罪
行
為
を
胸
に
刻
み
込
も
う
と
す
る
試
み

が
今
も
ド
イ
ツ
国
内
で
活
発
な
こ
と
に
少

し
救
わ
れ
る
思
い
が
し
た
。
被
害
者
に
は

一
人
一
人
に
名
前
が
あ
り
、
生
活
が
あ
っ

た
。「
躓
き
の
石
」は
一
方
的
に
こ
の
世

か
ら
消
し
去
ら
れ
た
被
害
者
の
存
在
証
明

と
言
え
よ
う
。
か
の
地
の「
記
憶
の
文
化
」

か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
多
々
だ
っ
た
。

じ
、
逆
に
報
道
は
前

者
を
専
門
性
に
拘
泥

し
て
ス
ピ
ー
ド
を
欠

く
と
考
え
て
い
る
。

今
回
、
記
者
ク
ラ
ブ

の
訪
問
団
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き（
こ

う
し
た
取
材
に
大
学

の
人
間
が
同
行
し
た

の
は
初
め
て
だ
っ
た

と
聞
い
た
）、
先
の

よ
う
な
考
え
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
と

結
論
し
た
。
研
究
と
報
道
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
互
い
の
仕
事
の
質
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
普
段
は
紙
に
書
か
れ

た
も
の
を
分
析
す
る
自
分
と
し
て
も
、
人

が
繰
り
出
す
言
葉
の
力
を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
た
、
非
常
に
実
り
の
多
い
９
日
間
で

あ
っ
た
。

ラビ・ラウ　1945年４月、独ブーヘンヴ
ァルト強制収容所で解放された。ホロコー
ストはスピリチュアル・マッドネスという（7.6）

ホロコースト記念館「名前の殿堂」－
「600人の写真から600万人の犠牲者
に思いを寄せて」と日本語ガイドのエ
ヴァさん（7.7）

シャランスキー・ユダヤ機関長官会見（左から武井
さん、長官、杉田さん）　後ろに飾られている写真
はシオニズム運動提唱者・ヘルツェル（7.7）

海 外取材団　参加者の声

【
事
前
勉
強
会
】６
月
26
日（
金
）

川
喜
田
敦
子
・
中
央
大
学
教
授（
独
の
歴
史

教
育
）、
武
井
彩
佳
・
学
習
院
女
子
大
学
准

教
授（
在
独
ユ
ダ
ヤ
社
会
）、
石
田
勇
治
・
東

京
大
学
大
学
院
教
授（
独
の
過
去
の
克
服
）、

映
画「
夜
と
霧
」鑑
賞
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あの日の夏　戦後70 年

　その日、西富士野営演習場に居た。
陸軍士官学校59期・歩兵科の士官候
補生たちは演習本部前に集合した。
時に正午。ラジオの玉音放送は聴き
取れない。敗戦の詔勅であるのは理解できた。嗚
咽・慟哭。不謹慎にも私はほっとした。
　実は２日前に富士の樹海での“挺身斬り込み”の
夜間演習で指揮刀をなくした。低い松の木の下に
身をかがめ木の根や岩につまずき敵陣に近づき斬
り込む訓練。鞘だけが残り刀身がないのだ。翌日、
同期生と樹海を探したが見つからなかった。武士
の魂をなくせば「重営倉」と覚悟した。その日も
朝から探しにいくことになっていた。詔勅を聞い
て重営倉をまぬがれたと思った。途端、涙があふ
れ出た。生き恥をさらし奮闘した戦後であった。

　８月15日、私は長野県沓掛（現在の中軽井
沢）の別荘に母と２人でいた。父は、太平洋
戦争が始まる直前に仕事で渡米したので、デ
ンバー・コロラドの強制収容所に収監されて
いた。
　小学校６年生で集団疎開した先が立川の陸
軍飛行場に近い拝島村（現在の昭和市）。連
日、空襲が続き、多摩川べりで米軍機の機銃
掃射を受け、危機一髪で助かるなどしたので、
母が私を連れて再疎開したのが沓掛である。
　玉音放送を聴いた記憶はない。母から敗戦
と聞き、すぐ好きだったお茶の先生の家に
走った。「戦争が終わりました」と伝えると「そ
うですか、ありがとう」と静か
に言われた。その先生の顔を見
て心なごみ、父のことを思った。
戦争は終わったが、父に再会す
ることはなかった。

　玉音放送を聴いたのは朝鮮との国境の町、南満州の安東（現・丹東）で、8月15日正午、
西本願寺の本堂大広間。敗戦と知った時、満８歳の軍国少年は「ウソ！」と叫んだが、や
がて大人たちの嗚咽に加わった。勝利を祝うチャルメラやドラの音が響き、朝鮮族の「マ

ンセイ（萬歳）！」という叫び声が聞こえてきた。
　ソ連国境、満蒙の僻地・興安街に住んでいた私たち一家はソ連戦車軍団の侵攻を受け８月10日、同地
を最後の貨物列車で脱出、同13日、安東に着いたのだった。それから約１年半、苦難の難民生活を余儀
なくされたが、1946年秋、一家無事で日本に引き揚げることができた。
　40年後、満蒙の興安街にいたクラスメイトを含む１千名以上の同胞が、ラマ寺院、葛

かっ

根
こん

廟
びょう

近くの草
原でソ連戦車軍団に大量殺りくされた事実を初めて知った時、48歳の私は、地に伏して慟哭した。

　米爆撃機Ｂ29から爆弾が降っ
てくるのを見て震えた５日後、中
学３年の私は１年の弟とラジオ

を担いで30㍍先の駅まで運んだ。東京・板橋
区の東上線東武練馬駅。駅長をしていた父の
命令だ。母と幼い弟妹は田舎へ疎開している。
　“玉音放送“が始まる。雑音でよく聴き取れ
ない。終わると大人たちの意見は割れたが、
熱烈な軍国少年だった私は「本土決戦」に賭
けた。ところが、夜のラジオは「降伏」だと
言う。突然、目の前が真っ暗になって奈落の
底に引き込まれそうに感じた。「国辱だ、生
きる意味がない」。物置にあった短刀をつか
みだし、井戸端で砥いでいるうちに弟に見つ
かってしまった。「あんちゃん、死んじゃいや
だー」。見つからなかったら？　わからない。

　7月19日夜、福井市でＢ29百二十七
機による絨毯爆撃を生き延び、一家で
岐阜県境に近い曹洞宗第二の名刹、宝

慶寺に着の身着のまま落ち延びてから 1カ月ちょっ
と。それにもめげず、陸軍幼年学校をめざすために
はとの母親の方針で、歩けば 3時間もかかる大野市
内の国民学校に通うため、下宿していた尼寺で敗戦
を聞かされた。
　即座に頭をよぎったのは、まだ12歳ながら母親以
下合計12人の弟や妹、叔母やいとこたちの集団自決
の指揮を最年長の男子としてどのようにとるのか、
との思いだった。この気持ちも高知防衛の部隊にい
た父親からの「大御心に副うように」との手紙で、
あっという間に消えた。9月に再開した学校の教室
では、教室正面の日の丸がマリア像に替わっていた。

堀越　作治（朝日新聞出身　85歳）

松尾　文夫（共同通信出身　81歳）

牧内　節男（毎日新聞出身　89歳）

堂本　暁子（TBS出身　83歳）

藤原　作弥（時事通信出身　78歳）

短刀を砥いだ夜

頭をよぎった集団自決

渡米した父と再会かなわず

40年後に知った葛根廟の惨劇

武士の魂を樹海に落とした男の告白
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　会報の戦後 70 年企画として２つの「8月 15 日」特集をお届けします。
　１つは「1945 年８月 15 日」。ＯＢ会員９人に、それぞれが胸臆にとどめる “特別な日 ”の思
いを寄せていただきました。
　もう１つは、首相の靖国参拝や談話発表などがあった 1975、85、95、2006 各年の「8月 15 日」。
日本政治が大きく揺れた終戦の日をカバーした政治記者４人に、当時の現場をふりかえってい
ただきました。

戦 後70年　あの日の夏　

「戦後７０年」企画　私の8月15日

　広島原爆のキノコ雲を望見した衝撃
から旬日を経ずして迎えた敗戦。その
とき私は、海軍兵学校生徒（第76期、
二号生徒）として江田島本校在学中だった。正午、天
皇陛下の玉音放送。次いで1300（ヒトサンマルマル＝
午後１時）、75～77期の生徒総員が校庭に集合し、大
西新蔵海軍中将（副校長兼本校監事長）の訓示を聴く。
　ドイツの哲学者フィヒテの有名な敗戦演説「ドイ
ツ国民に告ぐ」を紹介しつつ、「日本は無条件降伏す
ることとなった。残念、無念だが、いたずらにめそ
めそ泣いている時ではない。日本という大文化国家
は絶対に亡びない。諸子は日本の復興を双肩に担う
べき人たちである。学に進め！」と嗚咽する生徒を
鼓舞された。凛としたその声は、今なお強く耳に残る。
挫折からのスタート。私の戦後人生の原点である。

　よく晴れた暑い夏の盛りだった。私が16歳
で終戦の日を迎えたのは、福岡県浮羽郡（現
うきは市）吉井町の戦災疎開先であった。
　正午からのラジオの「玉音放送」は雑音ま
じりでよく聴き取れなかった。本土決戦が叫
ばれていた時代。国民に一層の艱難辛苦を求
める呼び掛けにも聞こえた。
　３月10日の東京大空襲で焼け出され、一家
６人、父の親戚の離れに寄寓していた。
　開戦の年、東京府立七中に入学したが、戦
時特例で終戦の年３月に４年で繰り上げ卒業。
しかし軍関係へ進んだ者を除き、校長通達で
学徒勤労動員が継続となり、疎開先から横浜・
瀬谷の兵器工場へ呼び戻された。
　昼夜二交代制の缶詰め動員が
待っていた。九州から心配した
父が迎えに来て、疎開先に戻っ
たのは終戦ひと月前だった。

　1945 年 8 月 15 日はまだ慶
応大学理工学部応用化学科の
３年生だった。終戦の日は死

ぬ覚悟だった。ただし痛くない死に方をし
たい。それがせめてもの願いだった。
　さてその日が来た。いつものように何も
ないままに過ぎていった。何だか申し訳な
いような、きまりが悪いような気がしてな
らなかった。ひとりで照れていた。
　願いといえばもうひとつ、汁粉がハラ
いっぱい食べたい。しかし叶わぬユメと諦
めていた。天皇玉音を聴いていて、目の前
に汁粉の山が現れたような気がした。放送
の中身はとにかく、頭の中で汁粉がぐるぐ
る回っていた。それで終わりだ。人間とは
他愛のないものだ。その時つくづく思った。
しかし、顔はニコニコしていたに違いない。

　ドシンともガチャンとも聞こえ
た。長野の集団疎開先の広い部屋に
置かれたラジオ（最後まで内容は不
明）を正座してみつめていた僕ら疎開学童がふり
かえって見た時、ベテランの先生が、後方の柱に
激突してメガネを飛ばし、「くやしい！」と叫ん
でくずれ折れていた。僕らの間に少しずつ「戦争
に負けた」という感覚がしみわたり、異様な空気
がただよった。
　突然、絶叫が広間を突き刺した。 1年生のA子
ちゃんが、お姉さんたちがなだめても泣き叫び続
けていた。そして、涙もなく穏やかな顔つきをく
ずさなかった先生が一人おられた。ずっと後に
なって「ああよかった、と思っていた」と言われ
たことが心に残る。公民館の庭に乱れ咲くコスモ
スの色とともに。

今井　久夫（産経新聞出身、94歳）

志甫　溥（TBS出身　79歳）

原　孝文（読売新聞出身　86歳）

小島　章伸（日本経済新聞出身　87歳）

玉音放送と汁粉

学童疎開先での絶叫

解放感が全身を包んだ日

耳に残る大西中将の訓示
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そ
の
日
、
東
京
・
九
段
の
靖
国
神
社
に
は

真
夏
の
太
陽
が
照
り
付
け
て
い
た
。
気
象
庁

の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
と
午
後
３
時
現

在
32
・
４
度
を
記
録
し
て
い
る
。
私
は
広
い

境
内
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
。
な
に
し
ろ
３

カ
か
月
前
に
警
視
庁
詰
め
の
事
件
記
者
か
ら

政
治
部
に
配
置
換
え
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
。
総
理
番
と
し
て
は
右
も
左
も
分
か
ら
な

か
っ
た
し
、
夜
の
闇
に
身
を
潜
め
る
よ
う
に

し
な
が
ら
刑
事
の
動
き
を
追
う
事
件
記
者

と
、
大
っ
ぴ
ら
に
名
乗
り
を
上
げ
て
取
材
す

る
政
治
記
者
の
違
い
に
も
戸
惑
っ
て
い
た
。

　
戦
後
、
吉
田
茂
や
岸
信
介
、
池
田
勇
人
、

佐
藤
栄
作
、
田
中
角
栄
と
い
っ
た
歴
代
首
相

は
靖
国
神
社
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
参
拝
し

て
い
た
。
ま
だ
Ａ
級
戦
犯
は
合
祀
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
三
木
武
夫
が
参
拝
す
る
前
年
、

自
民
党
は
靖
国
国
家
護
持
法
案
を
初
め
て
提

出
し
て
い
る
。
だ
が
、
成
立
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
現
職
首
相
の「
公

式
参
拝
」を
強
く
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
椎
名
裁
定
で
首
相
に
な
っ
た
自
民
党
内
左

派
の
三
木
が
、
こ
う
い
う
空
気
の
中
で「
終

戦
記
念
日
」に
参
拝
す
る
か
、
参
拝
す
る
に

し
て
も
、
ど
う
い
う
資
格
で
参
拝
す
る
か
が

関
心
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
私
は
結
婚
す
る
直
前
、
靖
国
神
社
に
お
参

り
し「
英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
お
か
げ
で
結
婚

し
ま
す
。
幸
せ
に
な
り
ま
す
」と
誓
っ
て
い

る
。
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
大
騒
ぎ
す
る
の
か
と

思
っ
て
い
た
。

　
党
内
に
脆
弱
な
基
盤
し
か
持
た
な
い
三
木

は
違
っ
た
。
下
手
を
す
れ
ば
足
を
す
く
わ
れ

る
。
国
鉄
の
分
割
民
営
化
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件
を
き
っ
か
け
に
燃
え
上
が
る「
三
木
降
ろ

し
」の
走
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う

党
内
情
勢
を
睨
ん
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
決
断
が

「
私
人
」と
し
て
の
参
拝
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
三
木
が
日
本
武
道
館
の
全
国
戦
没
者
慰
霊

式
を
終
え
て
靖
国
神
社
に
向
か
っ
た
と
い
う

情
報
が
入
っ
た
。
携
帯
電
話
が
な
か
っ
た
か

ら
警
察
官
の
無
線
を
聞
い
て
総
理
の
動
き
を

掴
ん
で
い
た
。
待
ち
受
け
て
い
る
と
黒
塗
り

の
車
が
入
っ
て
き
た
。
黒
塗
り
の
車
で
は
あ

る
が
ナ
ン
バ
ー
が
違
う
。
総
理
大
臣
の
専
用

車
じ
ゃ
な
い
。
見
過
ご
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
だ
が
、
降
り
て
き
た
の
は
紛
れ
も

な
く
三
木
で
あ
っ
た
。

　
口
を
へ
の
字
に
結
ん
で
い
た
。
後
で
聞
く

と
武
道
館
で
自
民
党
総
裁
車
に
乗
り
換
え
た

と
い
う
。
Ｓ
Ｐ
は
つ
い
て
い
た
。
２
カ
月
前

の
佐
藤
元
首
相
の
国
民
葬
で
暴
漢
に
殴
打
さ

れ
た
後
だ
け
に
三
木
は
二
重
に
緊
張
し
た
ろ

う
し
、
警
護
も
気
を
使
っ
た
の
だ
ろ
う
。
玉

串
料
も「
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
」で
支
払
っ
て

い
る
。
記
帳
も
、一
切
の
肩
書
を
記
さ
ず「
三

木
武
夫
」と
だ
け
し
た
た
め
て
い
る
。
役
所

の
秘
書
官
を
乗
せ
ず
、
読
売
新
聞
政
治
部
の

先
輩
で
あ
る
秘
書
・
中
村
慶
一
郎
を
乗
せ
て

い
た
。�

（
文
中
敬
称
略
）

　
暑
い
夏
だ
っ
た
。
30
年
前
の
１
９
８
５
年

８
月
。
12
日
に
は
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト

機
が
御
巣
鷹
山
で
墜
落
。
多
く
の
死
傷
者
が

出
た
。
日
本
中
が
騒
然
と
し
て
い
た
中
で
、

15
日
に
は
中
曽
根
康
弘
首
相
が
靖
国
神
社
へ

の
公
式
参
拝
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

朝
日
新
聞
政
治
部
で
首
相
番
記
者
に
な
っ
た

ば
か
り
の
私
は
、
早
朝
か
ら
靖
国
神
社
の
境

内
で
首
相
の
到
着
を
待
っ
た
。
一
般
の
参
拝

客
、
報
道
陣
、
警
備
の
警
察
官
…
…
。
境
内

は
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
熱
が
地
面
か
ら
足

に
伝
わ
っ
て
汗
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
記
憶
が

あ
る
。

　
暑
さ
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
午
後
１
時
44

分
、
中
曽
根
首
相
が
訪
れ
た
。
参
拝
を
済
ま

せ
た
後
、
首
相
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
に
立

記者たちの夏　戦後70 年

「
戦
後
７０
年
」企
画

私
の
8
月
15
日

１
９
７
５
年

三
木
首
相
　
靖
国「
私
人
参
拝
」

ぎ
り
ぎ
り
の
決
断

髙
橋
　
利
行

（
元
読
売
新
聞
新
聞
監
査
委
員
長
）

１
９
８
５
年

中
曽
根
首
相
　
靖
国「
公
式
参
拝
」

周
到
な
準
備
で
念
願
か
な
え
る

星
　
浩（

朝
日
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

っ
て「
い
わ
ゆ
る
公
式
参
拝
だ
。
憲
法
に
は

違
反
し
て
い
な
い
」と
明
言
。
よ
う
や
く
念

願
を
か
な
え
た
と
い
う
思
い
が
、
首
相
の
表

情
か
ら
見
て
取
れ
た
。
こ
の
日
は
、
海
外
出

張
中
の
２
閣
僚
を
除
く
全
て
の
閣
僚
も
、
首

相
に
従
っ
て「
公
式
参
拝
」を
し
た
。

　
中
曽
根
氏
は
周
到
だ
っ
た
。「
政
教
分
離

原
則
」を
定
め
た
憲
法
と
の
兼
ね
合
い
に
つ

い
て
、
官
房
長
官
の
下
に
有
識
者
の
懇
談
会

を
設
置
。
論
議
を
進
め
て
、
参
拝
の
仕
方
に

よ
っ
て
は
憲
法
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
報
告

書
を
受
け
取
っ
た
。
中
曽
根
氏
は
神
道
の
参

拝
形
式
を
薄
め
た
や
り
方
で
、
歴
代
首
相
が

見
合
わ
せ
て
き
た
公
式
参
拝
を
実
現
し
た
の

だ
っ
た
。

　
だ
が
、「
逆
風
」は
海
外
か
ら
吹
い
て
き
た
。

中
国
で
靖
国
参
拝
を
公
然
と
批
判
す
る
デ
モ

が
起
き
た
の
だ
。
当
時
、
中
曽
根
首
相
が
個

人
的
な
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
た
胡
耀
邦
・

共
産
党
総
書
記
も
中
国
国
内
で
批
判
に
さ
ら

さ
れ
る
。
思
わ
ぬ
展
開
に
、
中
曽
根
氏
は
翌

86
年
８
月
の
参
拝
は
見
送
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
後
、
首
相
に
よ
る
靖
国
参
拝
は
、
小

泉
純
一
郎
、
安
倍
晋
三
氏
ら
が
行
っ
て
き
た

が
、「
私
的
」か「
公
式
」か
、
な
ど
は
問
わ

れ
な
い
ま
ま
だ
。
中
曽
根
氏
が
周
到
に
進
め

た
公
式
参
拝
は
一
度
だ
け
で
終
わ
っ
た
。
憲

法
上
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
た
か
に
思
え

た
中
曽
根
氏
だ
っ
た
が
、
隣
国
か
ら
の
視
線

は
厳
し
か
っ
た
。
戦
後
日
本
が
抱
え
る「
歴

史
」の
重
さ
を
物
語
る
公
式
参
拝
劇
で
あ
っ

た
。
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戦
後
50
年
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
・
村
山

談
話
が
出
さ
れ
た
１
９
９
５
年
の
暑
い
夏
。

駆
け
出
し
、
政
治
部
３
年
目
の
記
者
だ
っ
た

私
は
、い
わ
ゆ
る
官
房
長
官
番
だ
っ
た
。「
植

民
地
支
配
と
侵
略
に
対
す
る
、
痛
切
な
反
省

と
心
か
ら
の
お
詫
び
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
。
閣
議
決
定
を
行
っ
て
、
政
府
の
公
式
見

解
に
格
上
げ
し
た
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

こ
れ
に
は
村
山
富
市
総
理
大
臣
の
思
い
と
と

も
に
、
２
人
の
官
房
長
官
の
存
在
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
１
人
は
五
十
嵐
広
三
さ
ん
。
37
歳
で
北
海

道
旭
川
市
長
に
当
選
。
若
い
時
か
ら
サ
ハ
リ

ン
の
在
留
韓
国
人
問
題
に
取
り
組
み
、
日
本

の
負
の
遺
産
の
解
決
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
い
た
政
治
家
だ
っ
た
。
自
民
党
な
ど
と
の

調
整
で「
戦
後
50
年
の
国
会
決
議
」が
あ
い

ま
い
な
形
で
決
着
し
た
と
き
の
五
十
嵐
さ
ん

の
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
国
会
が
ダ
メ

な
ら
、
内
閣
で
よ
り
踏
み
込
む
」。
駆
け
出

し
の
記
者
に
も
、
そ
の
強
い
決
意
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
政
府
部
内
に
も
あ
っ
た
慎
重
意
見

を
抑
え
、
談
話
の
原
案
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
盛

り
込
む
よ
う
に
指
示
し
た
の
は
、
五
十
嵐
さ

ん
だ
っ
た
。
　
　
　

　
小
泉
純
一
郎
首
相
は
、
東
京
・
九
段
北
の

靖
国
神
社
に
黒
塗
り
の
公
用
車
で
乗
り
付
け

る
と
、
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
で
小
さ
く
一
礼
し
、

本
殿
の
階
段
を
上
っ
た
。
報
道
陣
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
を
浴
び
、
口
を
真
一
文
字
に
結
ん
で
板

張
り
の
廊
下
を
進
ん
で
い
っ
た
。
境
内
に
詰

め
掛
け
た
２
０
０
人
以
上
の
参
拝
者
が
ど
よ

め
い
た
。

　
２
０
０
６
年
８
月
15
日
の
朝
、
現
職
首
相

と
し
て
は
21
年
ぶ
り

と
な
る
終
戦
記
念
日

の
参
拝
だ
っ
た
。
首

相
は
01
年
の
自
民
党

総
裁
選
で
掲
げ
た
公

約
の
１
つ
を
よ
う
や

く
果
た
し
た
。
長
期

政
権
下
で
最
後
の

「
小
泉
劇
場
」
で
も

あ
っ
た
。

　
こ
の
年
は
夏
が
迫

る
と
と
も
に
、
与
党

内
を
臆
測
が
飛
び
交

っ
た
。
９
月
の
退
陣

を
前
に
８
・
15
参
拝

で
有
終
の
美
を
飾
る

　
も
う
１
人
は
五
十
嵐
さ
ん
を
引
き
継
い
だ

野
坂
浩
賢
さ
ん
。
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
、

自
民
党
の
連
立
政
権
を
主
導
し
た
野
坂
さ

ん
。
後
世
に
村
山
内
閣
、
社
会
党
首
班
内
閣

が
残
せ
る
も
の
は
何
か
を
い
つ
も
考
え
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
村
山
改
造
内
閣
に
は
自
民

党
で
も
保
守
派
に
属
す
る
閣
僚
も
多
く
、
異

論
が
出
る
可
能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

た
。野
坂
さ
ん
は
閣
議
決
定
に
こ
だ
わ
っ
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
」と
い
う
私
の
問
い
に
、

野
坂
さ
ん
は｢

反
対
な
ら
、
辞
め
て
も
ら
い

ま
す｣

。
そ
れ
か
ら
数
日
、
野
坂
さ
ん
は
私

た
ち
を
け
む
に
巻
き
な
が
ら
、
自
民
党
幹
部

や
閣
僚
を
ま
わ
り
、
根
回
し
を
続
け
た
。

　
村
山
談
話
は「
植
民
地
支
配
と
侵
略
、
反

省
と
お
詫
び
」と
い
う
文
言
を
盛
り
込
み
、

そ
し
て
、
閣
議
決
定
・

政
府
の
公
式
見
解
と
い

う
形
で
決
着
し
た
。
そ

れ
が
20
年
た
っ
た
今
で

も
、
議
論
の
焦
点
と
な

っ
て
い
る
。

　
政
策
論
議
を
展
開

し
、
ワ
イ
ン
を
好
ん
だ

五
十
嵐
さ
ん
。
政
局
を

読
み
、
次
の
手
を
常
に

考
え
な
が
ら
も
、
笑
い

話
で
記
者
を
翻
弄
し
た

野
坂
さ
ん
。今
は
亡
き
、

味
の
あ
る
２
人
の
政
治

家
が
村
山
談
話
の
陰
の

立
役
者
だ
っ
た
。

と
の
見
方
が
あ
る
一
方
、
中
国
、
韓
国
と
の

関
係
が
こ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う
配
慮
す

る
べ
き
だ
と
の
声
も
上
が
っ
た
。

　
８
月
に
入
る
と
、
首
相
自
ら
が
あ
お
る
か

の
よ
う
に
発
言
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
。

　「
い
つ
参
拝
し
て
も
い
い
が
、
適
切
に
判

断
す
る
」「
公
約
は
生
き
て
い
る
」「
い
つ
行

っ
て
も
批
判
さ
れ
る
。
い
つ
行
っ
て
も
同
じ

だ
」

　
そ
し
て
首
相
は
参
拝
後
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

の
前
で
約
15
分
間
、
と
う
と
う
と
語
っ
た
。

　「
参
拝
し
な
け
れ
ば
首
脳
会
談
を
す
る
と

い
う
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
」「
思
想
、良
心
の

自
由
だ
」「
い
つ
で
も
こ
だ
わ
る
の
は
マ
ス

コ
ミ
」な
ど
と
述
べ
た
。

　
私
は
首
相
官
邸
記
者
ク
ラ
ブ
で
テ
レ
ビ
中

継
に
見
入
り
な
が
ら
あ
ぜ
ん
と
し
た
。
劇
場

の
終
幕
が
こ
れ
な
の
か
。
中
韓
両
国
を
突
き

放
し
、
憲
法
問
題
に
ま
と
も
に
答
え
ず
、
報

道
機
関
へ
責
任
を
転
嫁
し
て
い
る
。

　
賛
否
は
と
も
か
く
、首
相
は
郵
政
民
営
化
、

道
路
公
団
改
革
、
北
朝
鮮
訪
問
、
衆
院
選
で

与
党
３
０
０
議
席
超
え
な
ど
数
々
の
業
績
を

残
し
た
。
冷
徹
な
政
治
家
、
希
代
の
仕
事
師

だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
テ
レ
ビ
画
面
に
映
る
首
相
の
頭
髪
は
随
分

白
く
な
っ
て
い
た
。
ラ
イ
オ
ン
は
老
い
た
の

だ
。
激
し
い
権
力
闘
争
を
勝
ち
抜
く
中
で
う

み
疲
れ
、
慢
心
が
忍
び
寄
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
自
民
党
の
政
権
転
落
は
そ
れ
か
ら
３
年
後

の
こ
と
だ
っ
た
。

戦 後70年　記者たちの夏

１
９
９
５
年

村
山
談
話
発
表

陰
の
立
役
者
２
人
の
存
在

安
達
　
宜
正（

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

２
０
０
６
年

小
泉
首
相
　
８
・
15
靖
国
参
拝

長
期
政
権
最
後
の『
劇
場
』

平
井
　
治（

共
同
通
信
福
島
支
局
長
）

終戦記念日に参拝する小泉首相の背中をたくさんのカメラ
が追った（写真提供・東京新聞）
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ギ
リ
シ
ャ
債
務
危
機�

梅
原
　
季
哉（
朝
日
新
聞
社
）

１
カ
月
以
上
ア
テ
ネ
に
く
ぎ
付
け

　
　
予
測
不
能
の
展
開
と
格
闘

　
今
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
最
高
潮

に
達
し
た
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
危
機
は
、
ま

さ
に
劇
的
な
展
開
の
連
続
だ
っ
た
。

　
最
終
期
限
が
近
づ
き
緊
迫
す
る
中
で
６

月
27
日
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）に
よ
る
改

革
案
の
受
け
入
れ
是
非
を
問
う
国
民
投
票

を
チ
プ
ラ
ス
首
相
が
設
定
し
、「
ノ
ー
」

を
選
ぶ
よ
う
提
唱
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

Ｅ
Ｕ
側
が
金
融
支
援
打
ち
切
り
を
決
定
。

ギ
リ
シ
ャ
政
府
は
銀
行
破
綻
を
避
け
る
た

め
、
６
月
29
日
か
ら
窓
口
を
休
業
さ
せ
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
預
金
引
き
出
し
も
制
限
す

る
と
い
う
異
常
事
態
と
な
っ
た
。

　
７
月
５
日
の
国
民
投
票
で
は
、
予
想
を

上
回
る
投
票
者
の
６
割
以
上
が「
ノ
ー
」

を
選
択
し
、
ギ
リ
シ
ャ
が
共
通
通
貨
ユ
ー

ロ
か
ら
離
脱
す
る
シ
ナ
リ
オ
が
い
よ
い
よ

現
実
味
を
帯
び
始
め
た
。
だ
が
、
最
後
に

は
チ
プ
ラ
ス
首
相
が
大
幅
に
譲
歩
す
る
改

革
案
を
提
出
。
ユ
ー
ロ
圏
首
脳
会
議
と
ギ

リ
シ
ャ
国
会
で
こ
の
改
革
案
が
支
持
さ

れ
、
危
機
は
や
っ
と
遠
の
い
た
。

　
私
た
ち
の
取
材
陣
は
こ
の
間
、
混
乱
す

る
事
態
に
振
り
回
さ
れ
続
け
た
。

　
経
済
報
道
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
た
分
析
が
当
然
求
め
ら
れ
る
。
だ
が
、

ギ
リ
シ
ャ
流
の
物
事
の
流
れ
は
、
全
て
が

整
然
と
進
む
と
は
限
ら
な
い
。
状
況
を
ど

う
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
、
背
景
に
あ

る
社
会
構
造
や
歴
史
的
経
緯
に
も
目
配
り

し
な
が
ら
の
報
道
を
心
が
け
た
。

　
も
し
も
デ
フ
ォ
ル
ト（
債
務
不
履
行
）

か
ら
ユ
ー
ロ
離
脱
と
な
れ
ば
、
紆
余
曲
折

は
あ
り
つ
つ
も
前
に
進
ん
で
き
た
欧
州
統

合
の
系
譜
の
中
で
、
最
大
の
後
退
局
面
と

な
る
。
南
欧
を
中
心
に
、
他
の
諸
国
に
も

飛
び
火
し
か
ね
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
一
国
に

と
ど
ま
ら
な
い
重
み
を
持
つ
と
判
断
し
、

現
場
に
手
厚
い
態
勢
で
臨
ん
だ
。

万
が
一
に
備
え 

多
額
の
ユ
ー
ロ
現
金
を
持
参

　
ギ
リ
シ
ャ
担
当
の
ロ
ー
マ
特
派
員
は
、

６
月
初
め
か
ら
７
月
下
旬
ま
で
通
算
で
１

カ
月
半
以
上
、
連
続
で
も
１
カ
月
を
超
え

て
ア
テ
ネ
に
く
ぎ
付
け
状
態
に
な
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
、
東
京
か
ら
も
現
地
入

り
し
、
最
大
時
で
カ
メ
ラ
マ
ン
も
含
め
６

人
が
ア
テ
ネ
で
取
材
し
て
い
た
。

　
悪
条
件
は
東
京
マ
イ
ナ
ス
６
時
間
と
い

う
時
差
だ
っ
た
。国
会
審
議
や
首
相
演
説
、

大
規
模
集
会
な
ど
、
現
地
の
深
夜
に
事
態

が
動
く
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ

を
受
け
、
Ｅ
Ｕ
側
取
材
陣
と
も
内
容
を
す

り
合
わ
せ
た
上
で
記
事
を
書
く
。
夕
刊
用

に
東
京
と
や
り
と
り
を
し
て
い
る
間
に
夜

が
明
け
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
朝
刊
向
け

の
取
材
に
突
入
す
る
。強
い
日
差
し
の
下
、

皆
が
連
日
そ
ん
な
苦
行
を
重
ね
た
。

　
預
金
引
き
出
し
制
限
の
対
象
は
国
内
発

行
の
カ
ー
ド
の
み
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
結
局
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
は
使
え
た
の

で
、
私
た
ち
自
身
が
資
金
繰
り
に
困
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
現
実
に
は
10
ユ

ー
ロ
紙
幣
の
不
足
も
影
響
し
、
１
日
50
ユ

ー
ロ（
約
６
８
０
０
円
）ず
つ
し
か
下
ろ

せ
な
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
じ
っ
と
列
を
作
っ
て
い

る
地
元
の
人
に
交
じ
り
、
高
額
の
現
金
を

下
ろ
す
の
は
気
が
ひ
け
る
し
、
安
全
と
も

い
え
な
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
え

な
く
な
る
と
い
う
万
が
一
の
事
態
も
想
定

し
、
か
な
り
の
額
の
ユ
ー
ロ
を
現
金
で
携

え
て
の
現
地
入
り
と
な
っ
た
。

ホ
テ
ル
は
取
材
陣
特
需 

ギ
リ
ギ
リ
確
保
し
た
作
業
場
所

　
経
済
が
破
綻
に
直
面
し
て
い
る
中
で
も

観
光
が
基
幹
産
業
で
あ
る
実
態
に
変
わ
り

は
な
く
、
ア
テ
ネ
市
中
心
部
の
ホ
テ
ル
は

連
日
、
満
室
状
態
。
世
界
中
か
ら
の
メ
デ

ィ
ア
取
材
陣
に
よ
る
特
需
が
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
た
。
こ
の
た
め
、
取
材
陣
は
分
散

宿
泊
、
し
か
も
頻
繁
な
宿
替
え
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
の

も
大
変
だ
っ
た
。
定
宿
の
一
つ
の
カ
フ
ェ

で
粘
り
続
け
、
パ
ソ
コ
ン
を
広
げ
て
仕
事

を
し
た
私
た
ち
の
こ
と
を
大
目
に
み
て
く

れ
た
、
ギ
リ
シ
ャ
人
従
業
員
た
ち
の
優
し

さ
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
ユ
ー
ロ
離
脱
の
危
機
は
ひ
と
ま
ず
回
避

さ
れ
た
も
の
の
、
事
態
は
根
本
解
決
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
今
後
も
現
場
の
感
覚
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
取

材
に
あ
た
り
た
い
。

う
め
は
ら 

・
と
し
や
▼
１
９
８
８
年
入
社
　
長

崎
　
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
で
勤
務
後
　
国
際
報
道

部
　
東
京
社
会
部
デ
ス
ク
な
ど
を
経
て
　
２
０

１
３
年
８
月
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
局
長

ＥＵ改革案の受け入れ賛成派の集会（６月30日）。７月５
日の国民投票に向けて、アテネ中心部のシンタグマ広場
では連日、賛否両派が大規模集会を開いた（筆者撮影）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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新
幹
線
焼
身
自
殺
・
火
災
事
件�

津
村
　
健
夫（
毎
日
放
送
）

４
号
車
に
乗
り
合
わ
せ
第
一
報

　
　
映
像
と
電
話
で
生
リ
ポ
ー
ト

　
６
月
30
日
、午
前
11
時
30
分
。
東
京
発
・

新
大
阪
行
き
の「
の
ぞ
み
２
２
５
号
」が

新
横
浜
駅
を
出
て
か
ら
、
10
分
ほ
ど
た
っ

た
頃
だ
っ
た
。
車
内
の
乗
客
は
パ
ソ
コ
ン

で
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
弁
当
の

包
み
を
開
い
て
早
め
の
昼
食
を
取
っ
た
り

と
、
い
つ
も
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
光
景
が

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、「
１
号
車
、
火
災
！
」と
い

う
非
常
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
状
況
は
一
変
し

た
。
私
が
乗
っ
て
い
た
４
号
車
に
は
、
前

の
号
車
か
ら
乗
客
が
続
々
と
避
難
し
て
く

る
。
顔
が
す
す
け
て
真
っ
黒
に
な
っ
て
い

る
人
、
切
迫
し
た
表
情
で
泣
い
て
い
る
人

も
い
る
。
一
瞬
、「
自
分
も
避
難
し
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
考
え
が

頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、
避
難
し
て
き
た
乗
客

の
一
人
が
こ
う
言
っ
た
。
―
―
「
１
号
車

の
前
方
で
、
男
が
自
分
で
油
の
よ
う
な
も

の
を
か
ぶ
っ
て
、
焼
身
自
殺
を
図
っ
た
」

　
新
幹
線
の
車
両
自
体
に
異
常
が
あ
っ
て

火
災
が
起
き
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
現
場

の
消
火
さ
え
で
き
れ
ば
、
後
ろ
の
号
車
ま

で
延
焼
が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
…
。

確
証
は
な
い
が
、
そ
う
思
い
至
っ
た
時
点

で
、
自
分
が
避
難
す
る
と
い
う
選
択
肢
は

消
え
た
。
む
し
ろ「
史
上
初
の
新
幹
線
車

両
火
災
」と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
取
材
す

る
、
と
い
う
モ
ー
ド
に
頭
が
切
り
替
わ
っ

た
。伝

送
考
え
、
ス
マ
ホ
で
動
画
撮
影

　「
の
ぞ
み
２
２
５
号
」は
、
程
な
く
緊

急
停
車
。
私
は
前
日
か
ら
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
の
取
材
で
東
京
に
出
張
し
、
カ

メ
ラ
ク
ル
ー
と
一
緒
に
大
阪
に
戻
る
途
中

だ
っ
た
。
別
の
号
車
に
乗
っ
て
い
た
佐
藤

カ
メ
ラ
マ
ン（
所
属
は
放
送
映
画
製
作

所
）と
４
号
車
で
合
流
し
、
こ
れ
以
後「
カ

メ
ラ
は
現
場
を
撮
る
」「
記
者
は
目
撃
談
を

取
る
」こ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
専
念
し
た
。

　
佐
藤
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
素
材
伝
送
の
こ

と
も
考
え
、
通
常
の
カ
メ
ラ
で
は
な
く
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
車
内
の
火
災

現
場
の
状
況
を
動
画
撮
影
し
た
。
灰
色
の

煙
が
充
満
し
た
１
号
車
内
、
通
路
を
前
進

す
る
と
、
現
場
と
な
っ
た
前
方
の
デ
ッ
キ

付
近
の
座
席
が
焼
け
焦
げ
、
天
井
が
溶
け

落
ち
て
床
ま
で
だ
ら
り
と
垂
れ
下
が
っ
て

い
る
。
そ
の
様
子
を
、
映
像
は
し
っ
か
り

と
捉
え
て
い
た
。

　
私
は
自
分
の
ノ
ー
ト
に
車
両
の
見
取
り

図
を
描
き
、
避
難
し
て
き
た
乗
客
に「
ど

こ
で
何
が
起
き
た
の
か
」を
指
し
示
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
目
撃
談
を
取
っ
た
。
そ

の
結
果
、「
身
長
１
５
０

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
男
が
、

所
持
し
て
い
た
ポ
リ
タ
ン

ク
に
入
っ
て
い
た
油
の
よ

う
な
も
の
を
か
ぶ
り
、
自

ら
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け

た
」
と
い
う
概
要
に
加

え
、「
犯
行
前
に
、
周
囲

の
乗
客
に『
逃
げ
ろ
』と

言
っ
て
い
た
」な
ど
の
細
か
い
情
報
も
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
12
時
30
分
に
は
、
キ
ー
局
Ｔ
Ｂ
Ｓ
発
の

情
報
ワ
イ
ド
番
組「
ひ
る
お
び
！
」内
で

の
電
話
生
リ
ポ
ー
ト
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
撮
っ
た
現
場
映
像
に
よ
る〝
第
一
報
〟

に
こ
ぎ
着
け
た
。
そ
の
後
、
新
幹
線
車
内

→
小
田
原
駅
構
内
→
東
京
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ス
タ

ジ
オ
と
場
所
は
移
動
し
た
が
、「
自
分
が

最
前
線
に
い
る
の
だ
か
ら
、
見
た
こ
と
、

聞
い
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
伝
え
れ
ば
よ

い
。そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス
、そ
れ
が
仕
事
」と

い
う
思
い
で
終
日
リ
ポ
ー
ト
し
続
け
た
。

〝
行
き
先
〟な
か
っ
た
男
に 

募
る
や
り
き
れ
な
さ

　
当
日「
の
ぞ
み
２
２
５
号
」に
乗
り
合

わ
せ
た
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ〝
行
き
先
〟

が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
事
件
の
巻
き
添
え
に

な
り
、
亡
く
な
っ
た
女
性
の
乗
客
は「
お

伊
勢
参
り
に
行
く
」と
言
っ
て
家
を
出

た
。た
だ
一
人
、焼
身
自
殺
し
て
事
件
を
引

き
起
こ
し
た
70
代
の
男
だ
け
は
、
年
金
制

度
へ
の
不
満
を
周
囲
に
語
り〝
行
き
先
〟

を
持
た
な
か
っ
た
。
大
々
的
な
報
道
の
一

方
で
、
寂
し
過
ぎ
る
こ
の
国
の
一
面
を
見

た
気
が
し
て
、
や
り
き
れ
な
さ
が
募
る
。

つ
む
ら
・
た
け
お
▼
１
９
８
７
年
入
社
　
ラ
ジ

オ
局
制
作
部
　
報
道
局
社
会
部
を
経
て
　
２
０

０
１
年
か
ら
報
道
局
番
組
セ
ン
タ
ー

天井が溶け落ち、煙が充満した１号車内

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

車内でリポートする筆者（写真2枚とも毎日放送提供）
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㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

政
府
は
当
初
、
８
月
の
盆
前
解
除
を
提
示

し
た
。「
避
難
指
示
は
、
古
里
に
帰
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
住
民
に
対
し
て
強
制
的

に
避
難
を
強
い
る
措
置
」。
政
府
担
当
者

は
避
難
区
域
の
解
除
に
消
極
的
な
住
民
が

少
な
く
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
う
強
調

し
た
。

　
さ
ら
に
、
帰
還
困
難
区
域
以
外
を
２
０

１
７（
平
成
29
）年
３
月
ま
で
に
解
除
し
、

解
除
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
精
神
的
賠
償
を

30
年
３
月
ま
で
支
払
う
と
し
た
指
針
を
閣

議
決
定
し
理
解
を
求
め
た
。
帰
還
後
の
生

活
再
建
を
後
押
し
し
、
解
除
へ
の
理
解
を

促
す
狙
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
の

思
惑
は
外
れ
た
。

　
町
議
会
、
区
長
会
、
住
民
説
明
会
で
反

対
の
声
が
相
次
ぐ
。
住
民
ら
は
医
療
機
関

や
商
業
施
設
な
ど
、
帰
還
す
る
た
め
の
生

活
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
と
訴
え
た
。
政

つ
む
ら
や
・
し
ん
じ
▼
１
９
９
１
年
入
社
　
社
会

部
　
郡
山
本
社
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
５
年
４

月
か
ら
い
わ
き
支
社
報
道
部
長
・
富
岡
支
局
長

被災地通信�　福島県楢葉町

不安の中での
避難指示解除
円谷　真路（福島民報社）

９月５日の解除を前にほとんどの部署が戻
った楢葉町の本庁舎。住民帰還に向けた取
り組みを加速させる（福島民報社提供）

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う

全
町
避
難
が
続
く
福
島
県
楢
葉
町
の
避
難

指
示
が
、
９
月
５
日
午
前
０
時
に
解
除
さ

れ
る
。
近
隣
の
い
わ
き
市
な
ど
、
県
内
外

で
約
４
年
５
カ
月
余
り
に
わ
た
り
避
難
生

活
を
送
っ
て
き
た
住
民
の
帰
還
が
始
ま

る
。だ
が
、原
発
へ
の
不
安
や
生
活
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
解

除
後
す
ぐ
に
帰
還
す
る
住
民
は
少
な
い
と

み
ら
れ
て
い
る
。
町
が
か
つ
て
の
姿
を
取

り
戻
す
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
険
し
い
。

　
楢
葉
町
は
福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
20

㌔
圏
内
に
ほ
ぼ
全
域
が
含
ま
れ
、
警
戒
区

域
を
経
て
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
再

編
さ
れ
た
。
町
全
域
で
除
染
が
施
さ
れ
、

町
役
場
の
空
間
放
射
線
量
は
毎
時
０
・
１

府
は
７
月
６
日
、
解
除
を
１
カ
月
程
度
先

送
り
す
る
方
針
を
示
し
、町
は
了
承
し
た
。

町
外
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
バ
ス
の
運
行

や
飲
料
水
の
放
射
性
物
質
検
査
の
実
施
も

併
せ
て
提
示
し
た
が
、
住
民
に
は
今
も
解

除
へ
の
不
満
が
く
す
ぶ
る
。

■
生
活
基
盤
、
放
射
線
へ
の
懸
念 

　
古
里
を
諦
め
る
人
も

　
４
月
か
ら
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た
準

備
宿
泊
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
登
録
者
は

全
町
民
の
１
割
弱
の
６
７
３
人（
６
月
７

日
現
在
）に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
60
歳
以

上
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
。
町
に
よ
る
と

実
際
に
宿
泊
し
て
い
る
の
は
１
０
０
世
帯

程
度
だ
と
い
う
。
長
期
化
す
る
避
難
生
活

で
、
古
里
へ
の
思
い
は
薄
れ
た
の
か
。

　
脆
弱
な
社
会
基
盤
で
の
生
活
再
建
を
不

安
視
す
る
背
景
に
は
、
避
難
先
の
都
市
部

で
の
便
利
な
生
活
と
の
落
差
が
あ
る
。「
病

院
や
商
店
が
近
く
に
あ
る
。
仮
設
住
宅
で

知
り
合
っ
た
人
と
の
交
流
も
大
切
に
し
た

い
」。
自
宅
か
ら
約
40
㌔
離
れ
た
い
わ
き

市
に
避
難
し
て
い
る
無
職
男
性（
70
）は

当
面
、
帰
還
し
な
い
と
漏
ら
す
。

　
さ
ら
に
、
仮
設
・
借
り
上
げ
住
宅
に
無

償
で
居
住
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
帰
還
の

足
を
重
く
す
る
。
若
い
世
代
を
中
心
に
放

射
線
や
廃
炉
作
業
へ
の
不
安
も
消
え
な

い
。
帰
還
を
拒
む
子
ど
も
や
孫
と
の
生
活

を
維
持
す
る
た
め
、
古
里
で
の
暮
ら
し
を

諦
め
た
高
齢
者
も
い
る
。

■
切
れ
目
な
い
支
援
で 

　
活
気
取
り
戻
し
た
い

　
楢
葉
町
に
隣
接
す
る
広
野
町
は
福
島
第

一
原
発
か
ら
23
㌔
圏
内
に
あ
り
、
11（
平

成
23
）年
９
月
に
緊
急
時
避
難
準
備
区
域

が
解
除
さ
れ
た
。
住
民
帰
還
が
始
ま
っ
て

か
ら
間
も
な
く
丸
４
年
を
迎
え
る
。
全
町

民
約
５
５
０
０
人
の
う
ち
、
約
３
０
０
０

人
が
古
里
に
戻
っ
た
。
町
は
大
型
商
業
施

設
の
誘
致
を
決
め
る
な
ど
生
活
環
境
の
充

実
に
力
を
注
ぐ
。
町
の
描
く
将
来
像
が
さ

ら
に
住
民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

さ
ら
に
帰
還
は
進
む
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
避
難
区
域
に
は
解
除
後
も
生
活
基
盤
の

向
上
に
向
け
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
欠

か
せ
な
い
。
商
業
施
設
や
医
療
機
関
が
整

備
さ
れ
、
便
利
さ
や
安
全
・
安
心
が
実
感

で
き
た
時
、
住
民
は
戻
る
。
少
し
ず
つ
で

も
、
か
つ
て
の
活
気
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ

の
に
ぎ
わ
い
が
ま
た
人
を
呼
び
込
む
だ
ろ

う
。
避
難
区
域
で
あ
る
の
を
理
由
に
、
楢

葉
町
へ
の
進
出
計
画
を
棚
上
げ
に
し
て
い

た
企
業
も
あ
る
と
聞
く
。
解
除
に
よ
り
企

業
が
操
業
す
れ
ば
雇
用
が
生
ま
れ
る
。
避

難
区
域
の
復
興
は
、
解
除
に
よ
っ
て
、
よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
。

東日本大震災から4年5カ月� 被災地はい ま
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「
曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
」を

　
　地
で
生
き
た
米
原
万
里
さ
ん

金
平
　
茂
紀（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
）

界
）か
ら「
お
前
、
ロ
シ
ア
語
を
勉
強
す

る
ん
だ
っ
た
ら
こ
の
人
に
会
っ
て
み
ろ
」

と
紹
介
さ
れ
た
の
だ
。米
原
さ
ん
は
当
時
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
通
訳
兼

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
日
本
人
初

の
宇
宙
飛
行
士
・
秋
山
豊
寛
さ
ん
を
ソ
連

の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
基
地
か
ら
飛
ば
す
と
い

う
計
画
に
中
心
的
に
関
わ
っ
て
い
た
。

　
と
に
か
く
万
里
さ
ん
は
会
っ
た
当
時
か

ら
輝
い
て
い
た
。小
気
味
い
い
ほ
ど
、ず
け

ず
け
と
も
の
を
言
う
。
僕
は
彼
女
か
ら
紹

介
さ
れ
た
代
々
木
駅
前
の
、
小
さ
な
ロ
シ

ア
語
教
室
で
文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
ロ
シ
ア

語
を
学
ん
だ
。
36
歳
か
ら
新
し
い
外
国
語

を
学
ぶ
と
い
う
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
と

に
か
く
万
里
さ
ん
の
ま
わ
り
に
い
る
人
た

ち
が
個
性
派
揃
い
で
、楽
し
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
僕
は
モ
ス
ク
ワ
に
赴
任
し
た

の
だ
が
、
５
カ
月
目
に
い
き
な
り
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
が
軟
禁
さ
れ
る
保
守
派
ク
ー
デ
タ

ー
事
件
が
起
き
た
。
ソ
連
崩
壊
の
直
接
の

引
き
金
に
な
っ
た
大
事
件
だ
っ
た
が
、
万

里
さ
ん
は
、
僕
の
前
任
者
の
小
池
敏
夫
さ

ん
ら
と
共
に
、
す
ぐ
に
モ
ス
ク
ワ
に
駆
け

つ
け
て
き
て
く
れ
、
以
降
、
不
眠
不
休
で

ク
ー
デ
タ
ー
事
件
の
推
移
を
時
々
刻
々
と

報
じ
た
。
ロ
シ
ア
語
の
同
時
通
訳
者
の
第

一
人
者
だ
っ
た
万
里
さ
ん
は
、
ロ
シ
ア
側

か
ら
も
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
て
、
何
と

そ
の
夏
に
、
僕
ら
モ
ス
ク
ワ
支
局
は
、
エ

リ
ツ
ィ
ン
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
事
件
の
主

人
公
た
ち
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
次
々

に
も
の
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

通
訳
は
万
里
さ
ん
が
務
め
た
が
、
交
渉
を

行
っ
た
の
も
万
里
さ
ん
で
あ
る
。

　
今
だ
か
ら
明
か
す
の
だ
が
、
あ
る
日
、

万
里
さ
ん
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
モ
ス
ク
ワ
支
局
で

冗
談
と
も
本
気
と
も
つ
か
な
い
表
情
で

「
私
を
支
局
で
雇
い
な
さ
い
」と
言
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
ど
ぎ
ま
ぎ
し
た
。
そ
の

後
、
万
里
さ
ん
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
二
度

と
口
に
し
な
か
っ
た
が
。

　
万
里
さ
ん
は
そ
の
後
、
作
家
と
し
て

作
品
を
ど
ん
ど
ん
発
表
し
、
同
時
通
訳

で
仕
事
を
共
に
す
る
機
会
は
減
っ
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
折
に
本
音
で
話
を
し
た
。

彼
女
は
曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
で
、

そ
の
モ
ッ
ト
ー
を
自
分
の
生
活
で
も
実

践
し
て
い
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
僕
が
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
に
赴
任
し
て

い
た
時
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
絡
み
、
日
本

人
人
質
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
の
時
、

日
本
国
内
で
は
人
質
や
そ
の
家
族
に
対

し
て
い
わ
ゆ
る「
自
己
責
任
」論
を
盾

に
、バ
ッ
シ
ン
グ
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
と
鎌
倉
で
長
い
時
間
、
万

里
さ
ん
と
僕
は
電
話
で
話
を
し
た
。
そ

の
時
の
内
容
が
拙
著『
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
は
終
わ
ら
な
い
』（
集
英
社
新
書
）に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
あ
れ
か
ら
10
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ

た
。「
イ
ス
ラ
ム
国
」に
よ
る
邦
人
人

質
殺
害
事
件
が
起
き
た
。
万
里
さ
ん
が

生
き
て
い
た
ら
、
怒
り
の
あ
ま
り
憤
死

し
て
い
た
だ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

ぶ
り
に
、
政
府
の
対
応
に
。

（
か
ね
ひ
ら・し
げ
の
り
　「
報
道
特
集
」キ
ャ
ス
タ
ー
）

次
号
は
高
峰
武
さ
ん（
熊
本
日
日
新

聞
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
報
道
を
38
年
も
続
け
て
き

て
、
人
と
会
う
の
を
仕
事
と
し
て
き
た

の
だ
が
、
僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
人

と
会
う
の
が
苦
手
な
人
間
だ
っ
た
。
け

れ
ど
も
、
否
応
な
し
に
関
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
人
と
巡
り
会
い
、
そ
こ
か
ら
絶

大
な
影
響
を
被
る
と
い
う
経
験
こ
そ
が

人
生
の
妙
味
だ
ろ
う
。

　
い
き
な
り
爺
く
さ
い
書
き
出
し
に
な

っ
た
が
、
そ
ん
な
人
物
の
一
人
が
、
米

原
万
里
さ
ん
だ
。
米
原
さ
ん
は
２
０
０

６
年
５
月
に
56
歳
の
若
さ
で
他
界
さ
れ

た
。
そ
の
年
の
七
夕
の
日
に
、
当
紙
の

発
行
元
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
10
階
ホ

ー
ル
で「
米
原
万
里
さ
ん
を
送
る
集

い
」が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
故
人

を
偲
ん
だ
。

　
米
原
さ
ん
と
最
初
に
会
っ
た
の
は
、

僕
が
モ
ス
ク
ワ
支
局
に
赴
任
す
る
１
年

半
ほ
ど
前
の
１
９
８
９
年
頃
だ
っ
た
。

当
時
の
上
司
だ
っ
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局
外

信
部
長
の
黒
田
宏
さ
ん（
96
年
に
他

ＪＮＮモスクワ支局で同時通訳中の米原万
里さん（右）。左から筆者と小池前支局長
（1991年夏／筆者提供）
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福
ふく

原
はら

　伸
しん

治
じ

フジテレビジョン報道局局次長、
「ホウドウキョク」プロジェクトリーダー

小
こばやし

林　恭
ぎん

子
こ

在英ジャーナリスト　

ゼミ
記者

ゼミ
記者

36

37

テ
レ
ビ
局
の

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

マ
ネ
タ
イ
ズ
を
模
索

欧
州
メ
デ
ィ
ア

紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
融
合

編
集
局
の
統
合
進
む

　次世代ジャーナリズムの現場―その原則とスキル編③④　記者ゼ ミ

　
24
時
間
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
専

門
局「
ホ
ウ
ド
ウ
キ
ョ
ク
」。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
視
聴
で
き

る
が
、
テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な

い
完
全
な
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

だ
。
テ
レ
ビ
局
が
な
ぜ
、
テ
レ

ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
番
組
を
？
　

福
原
さ
ん
は
そ
の
背
景
を「
ニ

　「
新
聞
研
究
」な
ど
で
欧
州

の
メ
デ
ィ
ア
事
情
を
定
期
的
に

発
信
す
る
小
林
恭
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の

融
合
の
象
徴
で
あ
る
編
集
局

（
ニ
ュ
ー
ス
ル
ー
ム
）の
変
化
が

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　
欧
州
各
国
の
大
手
メ
デ
ィ
ア

で
は
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
編
集

ュ
ー
ス
の
入
り
口
と
出
口
を
広
げ
る
こ
と

で
、
ニ
ュ
ー
ス
の
在
り
方
を
変
え
た
い
」

と
語
る
。

　
モ
バ
イ
ル
端
末
の
登
場
で
、
ユ
ー
ザ
ー

は
好
き
な
場
所
・
時
間
に
、
好
き
な
端
末

で
情
報
を
受
け
取
り
、
発
信
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
合
わ
せ
、
ホ

ウ
ド
ウ
キ
ョ
ク
で
は
視
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

話
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
を
取
り
上
げ
る

こ
と
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

今
後
は
ア
プ
リ
を
リ
リ
ー
ス
し
、
多
く
の

番
組
を
ホ
ウ
ド
ウ
キ
ョ
ク
に
集
め
る
こ
と

で
、
双
方
向
性
を
持
つ「
よ
り
ネ
ッ
ト
に

近
い
」メ
デ
ィ
ア
に
し
て
い
く
構
想
だ
。

局
が
統
合
さ
れ
、Integrated�N

ew
sroom

が
次
々
に
生
ま
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
の
読

者
が
増
え
、
24
時
間
対
応
が
必
要
な
デ
ジ

タ
ル
編
集
部
門
の
拡
充
が
迫
ら
れ
、
そ
の

結
果
、
既
存
の
編
集
部
門
と
の
共
存
や
す

み
分
け
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
背
景
が
あ

る
、
と
語
る
。

　
実
例
と
し
て
示
さ
れ
た
の
は
、
ド
イ
ツ

の
ア
ク
セ
ル
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
（
Ａ
Ｓ
）

社
と
イ
タ
リ
ア
の
日
刊
ラ
・
ス
タ
ン
パ
紙
。

非
英
語
メ
デ
ィ
ア
の
取
り
組
み
は
日
本
に

と
っ
て
よ
り
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
Ａ
Ｓ
社
は
、
高
級
紙
ヴ
ェ
ル
ト

や
大
衆
紙
ビ
ル
ト
な
ど
を
発
行
す
る
欧
州

有
数
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
。

２
０
０
２
年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

　
同
時
に
、
地
上
波
と
ほ
ぼ

同
じ
基
準
で
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
信
頼
性
を
担
保
し

た
り
、
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
記
者
ら
を
起
用
し
て
長
時

間
の
解
説
番
組
に
仕
立
て
た

「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」を

唱
え
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
紙

の
編
集
が
優
先
さ
れ
て
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
に
先
に
出
稿
し
て
か

ら
紙
を
編
集
す
る
と
い
う
流
れ

が
強
ま
り
、
12
年
に
編
集
局
が

り
と
、
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
工

夫
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
専
属
社
員
７
人
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
45
人

に
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
転
職
組
は
い

な
い
。
新
し
い
試
み
と
従
来
の
強
み
の
組

み
合
わ
せ
は
、
他
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
と

っ
て
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ホ
ウ
ド
ウ
キ
ョ
ク
は
、
番
組
の
お
よ
そ

半
分
が
無
料
で
視
聴
で
き
、
そ
れ
以
外
は

有
料
だ
。
今
後
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
に
つ
い
て

は
、
動
画
広
告
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
の
課

金
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
絶
対
的
な
成
功

例
が
ま
だ
な
く
、
世
界
中
で
模
索
が
続
い

て
い
る
。「
こ
れ
が
成
功
だ
と
は
思
っ
て

い
な
い
。（
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
）体
力
が
あ

る
う
ち
に
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ
た
方
が

よ
い
」と
の
言
葉
に
、
う
な
ず
く
人
は
多

い
の
で
は
な
い
か
。

共
同
通
信
デ
ジ
タ
ル
推
進
局
デ
ジ
タ
ル
事
業
部

飯
塚
　
麻
代

統
合
さ
れ
た
。
現
在
、
１
２
０
人
の
編
集

制
作
ス
タ
ッ
フ
が
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方

を
編
集
。
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
な
ど
は
デ
ジ

タ
ル
の
も
の
を
紙
に
流
用
し
て
い
る
。

　
ラ
・
ス
タ
ン
パ
も
含
め
、
記
者
は
全
員

が
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
使
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
流
入
増
を
め
ざ
す
。
ま
た

若
者
メ
デ
ィ
ア
に
も
力
を
入
れ
る
。
一
方

で
共
に
人
員
削
減
な
ど
を
実
施
し
、
デ
ジ

タ
ル
時
代
に
適
応
で
き
な
い
人
に
は
去
っ

て
も
ら
う
冷
酷
な
現
実
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
質
疑
応
答
で
は「
デ
ジ
タ
ル
優
先
で
紙

面
の
質
は
落
ち
な
い
か
」「
紙
へ
の
特
ダ
ネ

優
先
は
あ
る
の
か
」な
ど
日
本
の
現
状
を

踏
ま
え
た
質
問
が
相
次
い
だ
。
デ
ジ
タ
ル

に
限
ら
な
い
幅
広
い
情
報
を
講
師
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
米
国
に
比
べ
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
欧
州
メ
デ
ィ
ア
の
現

状
を
多
く
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

朝
日
新
聞
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
エ
デ
ィ
タ
ー

藤
谷
　
健

６
・
26（
金
）「
変
わ
る
テ
レ
ビ
放
送
」／
司
会
：

橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
38
人

＋
ネ
ッ
ト
視
聴
11
人

７
・
３（
金
）「
変
わ
る
編
集
局
―Integrated�

N
ew
sroom

と
は
」／
司
会
：
橋
場
義
之
特
別

企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
35
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴

16
人
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平
たいら

　和
かず

博
ひろ

朝日新聞デジタルウオッチャー・
オピニオン編集部記者 　

ゼミ
記者
38

効
率
的
な
情
報
収
集

連
絡
手
段
に

ネ
ッ
ト
を
活
用

記 者ゼミ　次世代ジャーナリズムの現場―その原則とスキル編⑤

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
に
裏
技
は
な
い
。
自
分
の

欲
し
い
情
報
に
効
率
よ
く
た

ど
り
着
く
こ
と
に
尽
き
る
」。

紙
媒
体
を
主
と
す
る
新
聞
業

界
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
、
速
報
性
と
い
う
点

で
も
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
注
目

度
は
高
い
。
こ
の
ネ
ッ
ト
を
取
材
で
も
活

用
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
今
回
の
記
者
ゼ

ミ
の
主
題
だ
。
あ
く
ま
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
基
本
と
す
る
取
材
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ

ら
な
い
も
の
の
、
情
報
収
集
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
す
る
価

値
は
高
そ
う
だ
。

　
平
氏
は
主
に「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」と「
グ
ー

グ
ル
」の
活
用
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
使
用
し
、
電
話
番
号
、
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
分
か
ら
な
い
取
材
対

象
者
と
の
連
絡
手
段
に
使
用
し
た
実
例
を

紹
介
。
グ
ー
グ
ル
は
政
府
関
係
の「
ｇ
ｏ
．

ｊ
ｐ
」の
ド
メ
イ
ン
名
や
、「
ｐ
ｄ
ｆ
」の

指
定
に
よ
り
、
政
府
発
表
の
紙
ベ
ー
ス
の

資
料
の
効
率
的
な
収
集
に
役
立
つ
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
に
ア
ッ

プ
さ
れ
た
画
像
を
新
聞
な

ど
で
使
用
す
る
こ
と
に
も

言
及
。
画
像
を
検
証
す
る

必
要
性
な
ど
は
あ
る
も
の

の
、「
ほ
か
に
連
絡
手
段
が
な
か
っ
た
り
、

カ
メ
ラ
マ
ン
が
現
場
に
立
ち
会
え
な
か
っ

た
り
す
る
状
況
は
あ
り
得
る
。
一
般
の
人

が
撮
影
し
た
発
生
当
時
の
写
真
は
歴
史
的

な
資
料
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
報
道
す
る

価
値
は
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

　「
取
材
活
動
で
は
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
し
ろ
」。
駆
け
出
し
の
こ
ろ
に
先
輩
記

者
か
ら
何
度
も
言
わ
れ
た
言
葉
だ
。
今
後

も
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
分
野
の
拡
大
傾

向
が
続
く
中
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
収
集

は
欠
か
せ
な
い
。
た
だ
、
人
対
人
、
現
場

主
義
と
い
う
報
道
の
原
点
は
変
わ
ら
な

い
。
取
材
先
で「
ち
ょ
っ
と
お
茶
で
も
」

と
誘
わ
れ
、
雑
談
の
中
で
ニ
ュ
ー
ス
の
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
も
多
い
。
新
聞
社
と
し

て
は
よ
り
良
い
紙
面
を
読
者
に
届
け
る
こ

と
が
最
重
要
課
題
。
多
様
な
ツ
ー
ル
を
駆

使
し
、
今
後
も
取
材
活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。

山
形
新
聞
報
道
部
主
任
　
近
岡
　
国
史

７
・
17（
金
）「
変
わ
る
取
材
―
ネ
ッ
ト
活
用
」

／
司
会
：
橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：

参
加
20
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴
９
人

10
月
か
ら
は「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」を
テ
ー
マ
に

　
第
３
期
記
者
ゼ
ミ「
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
現
場
～
そ
の
原
則
と
ス
キ
ル
」

は
、
７
月
17
日（
金
）に
第
５
回「
変
わ
る

取
材
―
ネ
ッ
ト
活
用
」（
講
師
：
平
和
博
さ

ん
＝
朝
日
新
聞
）を
開
催
し
、
夏
休
み
前

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
予
定
ど
お
り
終
了
し

ま
し
た
。
次
回
は
、「
変
わ
る
表
現
と
記

者
の
条
件
」を
テ
ー
マ
に
夏
休
み
明
け
の

９
月
25
日（
金
）に
再
開
し
ま
す
。
中
日

新
聞
電
子
編
集
部
の
松
波
功
さ
ん
に
最
新

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
表
現
の
ス

キ
ル
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
ネ
ッ
ト
時

代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
な
ど
新
し
い
記
者

の
条
件
を
考
え
ま
す
。

　「
変
わ
る
」シ
リ
ー
ズ
で
開
幕
し
た
第

１
回
か
ら
５
回
ま
で
は
、
社
会
・
通
信
社
・

テ
レ
ビ
・
編
集
局
・
取
材
と
い
っ
た
切
り

口
で
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
を
見
て
き
ま
し

た
。
各
回
の
参
加
者
は
平
均
42
人
、
う
ち

ネ
ッ
ト
同
時
視
聴
も
平
均
10
人
と
定
着
し

て
き
ま
し
た
。
講
師
の
お
話
の
後
の
約
１

時
間
の
質
疑
も
充
実
し
、
終
了
後
の
講
師

と
の
懇
親
会
で
も
熱
心
な
議
論
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
第
７
回
以
降
は
、
モ
バ
イ
ル
を
中
心
に

情
報
に
接
し
て
い
る
若
者
像
を
ど
う
捉
え

る
か
が
テ
ー
マ
。「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と

向
き
合
う
」と
題
し
て
、「
ス
マ
ー
ト
ニ

ュ
ー
ス
」の
藤
村
厚
夫
さ
ん
、
東
大
情
報

学
環
教
授
の
橋
元
良
明
さ
ん
ら
を
講
師
に

お
迎
え
す
る
予
定
で
す
。

　
特
別
企
画
委
員
　
橋
場
義
之

＜理事交代＞
▶沖縄タイムス社
　具志堅毅東京支社長（旧・比嘉敏幸）
▶日本プレスセンター
　西野文章専務取締役（旧・梅田光男）

＜法人会員代表変更＞
▶スポーツニッポン新聞社
　河野俊史代表取締役社長
　（旧・森戸幸生）
▶上毛新聞社
　北村幸雄代表取締役社長
　（旧・渡辺幸男）
▶AFP通信社
　HYZY,�URSULA東京支局長
　（旧・LHUILLERY,�JACQUES）
▶ビーエスフジ
　宮内正喜代表取締役社長
　（旧・北林由孝）
▶高知放送
　佐竹慶生代表取締役社長
　（旧・山本邦義）
▶福岡放送
　毛利元夫執行役員報道局長
　（旧・三沢明彦）
▶ＮＨＫグローバルメディアサービス
　石田研一代表取締役社長
　（旧・藤森隆行）

｢

変
わ
る
」シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
９
月
25
日

　
記
者
ゼ
ミ
で
は
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
員
社
の
現

役
記
者
で
す
。登
録
希
望
の
方
はsem

inar@
jnpc.or.jp

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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試写 会

　
三
船
敏
郎
が
阿
南
惟こ

れ

幾ち
か

陸
相
役
を
務
め

た
同
名
の
前
作（
１
９
６
７
年
、
東
宝
）を

見
た
記
憶
は
あ
る
が
、
細
部
ま
で
は
覚
え

て
い
な
い
。
阿
南
惟
茂
・
元
中
国
大
使（
陸

相
の
六
男
）は
、
筆
者
が
政
治
記
者
時
代

の
取
材
対
象
で
も
あ
っ
た
の
で
、今
回
の
松

竹
１
２
０
周
年
記
念
作
品
で
も
役
所
広
司

の
阿
南
役
に
視
線
が
行
き
が
ち
だ
っ
た
。

　
こ
の
映
画
の
ヤ
マ
場
は
３
つ
あ
る
。「
昭

和
天
皇
の
聖
断
」「
玉
音
放
送
」「
若
手
将
校

の
反
乱
」。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
託
す
る

か
ど
う
か
で
合
意
で
き
な
い
鈴
木
貫
太
郎

（
山
𥔎𥔎
𥔎
）𥔎
𥔎
は
、
昭
和
天
皇（
𥔎
木
𥔎

弘
）の
ご
聖
断
を
仰
ぎ
、「
こ
の
ま
ま
戦
争

を
継
続
す
る
こ
と
は
私
の
望
む
と
こ
ろ
で

は
な
い
」と
の
ご
決
断
を
引
き
出
し
て
い

く
。
大
元
帥
の
意
向
に
沿
う
べ
く
鈴
木
首

相
は
も
と
よ
り
、
阿
南
陸
相
も
心
を
鬼
に

し
て
𥔎
土
決
戦
を
唱
え
る
将
校
た
ち
を
抑

え
て
い
く
。

　
半
藤
一
利
氏
の『
日
𥔎
の
い
ち
ば
ん
長

い
日
　
決
定
版
』（
１
９
６
５
年
の
初
版
当

時
は
大
宅
壮
一
名
で
発
表
）を
映
画
化
し

た
原
田
眞
人
監
督
は
、
今
回
の
製
作
意
図

に
鈴
木
が「
阿
南
君
は
い
と
ま
ご
い
に
来

て
く
れ
た
ん
だ
ね
」と
語
る
シ
ー
ン
は
、

そ
う
し
た
結
束
ぶ
り
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
当
時
の
切
羽
詰
ま
っ
た

状
況
下
の
興
奮
ぶ
り
、
緊
張
、
あ
る
意
味

で
は
狂
気
と
も
い
え
る
兵
士
た
ち
の
気
持

ち
が
、
現
在
の
若
者
た
ち
に
ど
こ
ま
で
伝

わ
る
だ
ろ
う
か
。

　
東
條
英
機
元
首
相
が
若
手
将
校
た
ち
を

前
に
徹
底
抗
戦
を
唱
え
る
場
面
で
、「
天

皇
陛
下
に
お
か
れ
て
は
」と
い
う
た
び

に
、
若
手
将
校
た
ち
が
ピ
リ
ッ
と
直
立
不

動
の
姿
勢
を
と
る
。
終
戦
時
に
小
学
校

（
当
時
は
国
民
学
校
）２
年
生
だ
っ
た
筆
者

に
は
、
学
校
で
の「（
天
皇
、
皇
后
の
）御

真
影
へ
の
拝
礼
」「
皇
居
遥
拝
」と
い
え
ば

姿
勢
を
正
し
た
も
の
だ
が
、
さ
て
現
代
っ

子
た
ち
が
、こ
の
映
画
を
ど
う
見
る
の
か
、

感
想
を
聞
い
て
み
た
い
。

　
筆
者
も
最
近
、『
政

ま
つ
り
ご
との

言
葉
か
ら
読
み

解
く
戦
後
70
年
』と
い
う
𥔎
を
上
梓
し
た

が
、
こ
の
節
目
の
年
に「
日
𥔎
の
い
ち
ば

ん
長
い
日
」が
上
映
さ
れ
る
意
味
は
大
き

い
。
宮
𥔎
庁
に
保
管
さ
れ
て
き
た「
玉
音

放
送
」（
戦
争
終
結
の
詔
書
）の
録
音
レ
コ

ー
ド
盤
５
枚（
４
分
30
秒
）が
８
月
１
日

に
初
公
開
さ
れ
た
。
70
年
前
に
必
死
で
こ

れ
を
奪
お
う
と
し
た
若
手
将
校
た
ち
。
彼

ら
も
ま
た「
愛
国
者
」で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
が
、
そ
の
愛
国
心
は
冷
静
・
客
観
的

に
考
え
て
み
る
と
、
何
か
大
き
な
狂
気
に

振
り
回
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
無
謀
な
戦
争
に
突
っ
込
ん
で
い

っ
た
当
時
の
指
導
者
た
ち
の
判
断
と
責
任

を
検
証
し
、
こ
の
映
画
が
、
そ
う
し
た
事

態
を
再
来
さ
せ
な
い
た
め
の「
教
材
」に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

「聖断」の意味合いを重視
戦後70年にふさわしい作品
宇治　敏彦（中日新聞社相談役）

日本のいちばん長い日

Ⓒ
２
０
１
５「
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」製
作
委
員
会

全
国
上
映
中

（7.10）

に
つ
い
て「
昭
和
天
皇
が
語
ら

れ
た
一
言
一
言
が
今
を
生
き
る

自
分
の
心
に
深
く
突
き
刺
さ

る
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

英
語
名
を「T
H
E�EM

PERO
R�

IN
�A
U
GU
ST

」
と
し
た
所
以

だ
ろ
う
。

　
昭
和
天
皇
、
鈴
木
首
相
、
阿

南
陸
相
の
三
者
が
心
の
中
で
深

く
繋
が
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
陸

軍
の
𥔎
土
決
戦
論
、
若
手
将
校

の
決
死
の
反
乱
を
抑
え
込
め
た

の
だ
ろ
う
。
阿
南
の
娘
の
結
婚

式
を
気
遣
う
昭
和
天
皇
や
鈴
木

首
相
に
葉
巻
を
贈
る
阿
南
の
姿

■
会
議
報
告

⃝

第
３
６
５
回
会
報
委
員
会

（
７
・
８
　
小
会
議
室
）

　
８
、９
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
鈴
木
、
渡

辺
、
向
山
、
佐
塚
、
大
寺
、
長
﨑
、
藤
井
、

藤
澤
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
５
回
会
員
資
格
委
員
会

（
７
・
16
　
小
会
議
室
）

　
８
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
小
田
委
員
長
、
齋
藤
、
新
堀
、
播

摩
、
畑
山
、
山
𥔎
、
國
府
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
４
回
企
画
委
員
会

（
７
・
21
　
会
見
場
）

　
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
や
研
究
会
テ
ー
マ

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
星
、
倉
重
、
福
𥔎
、

橋
𥔎
、
秦
野
、
宮
田
、
榊
原
、
杉
田
、
軽

部
、
加
藤
、
山
𥔎
、
瀬
口
、
原
田
、
宇
留

間
、
島
田
、
竹
田
、
山
﨑
、
川
戸
、
杉
尾
、

小
栗
、
川
村
、
三
反
園
、
和
田
、
堀
、
橋

場
の
各
委
員
。

⃝

第
２
１
８
回
施
設
運
営
委
員
会

（
７
・
28
　
小
会
議
室
）

　
５
、６
月
の
ア
ラ
ス
カ
売
り
上
げ
と
貸
室

利
用
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
た
。

出
席
　
西
渕
委
員
長
、
野
村
、
竹
𥔎
、
須

賀
、
須
田
、
林
、
吉
澤
、
富
田
、
羽
原
の

各
委
員
。

⃝

第
５
７
１
回
理
事
会（
書
面
）

　
別
掲（
23
㌻
）の
役
員
の
一
部
交
代
を

了
承
し
た
。
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■
芥
川
賞
の
謎
を
解
く
　
全
選
評
完
全
読
破

鵜
飼
　
哲
夫
（
読
売
新
聞
編
集
委
員
）

■
諜
報
の
現
代
史
～
政
治
行
動
と
し
て
の

情
報
戦
争
～

植
田
　
樹
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

■
新
聞
の
あ
る
町
　
地
域
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
研
究

四
方
　
洋
（
毎
日
新
聞
出
身
）

■
満
蒙
開
拓
、
夢
は
る
か
な
り
―
加
藤
完

治
と
東
宮
鐵
男（
上
・
下
）

牧
　
久
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

■
世
界
の
エ
リ
ー
ト
は
人
前
で
話
す
力
を

ど
う
身
に
つ
け
る
か
？

赤
阪
　
清
隆
（
フ
ォ
ー
リ
ン
・
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

激
論
選
考
会
の
舞
台
裏
を
明
か
す
　
人
気

芸
人
・
又
吉
直
樹
さ
ん
の『
火
花
』の
受

賞
で
、創
設
80
年
の
芥
川
賞
が
熱
い
。「
新

人
の
登
竜
門
」に
過
ぎ
な
い
賞
が
な
ぜ
、

こ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は

「
新
し
い
文
学
」を
巡
っ
て
作
家
同
士
が

真
剣
勝
負
で
激
論
を
交
わ
し
て
き
た
か
ら

だ
。
第
１
回
芥
川
賞
に
落
ち
、
選
評
に
激

怒
し
て
川
端
康
成
を「
大
悪
党
」と
罵
っ

た
太
宰
治
、
話
題
作『
エ
ー
ゲ
海
に
捧
ぐ
』

の
受
賞
に
断
固
反
対
し「
戦
死
」を
宣
言
、

委
員
を
辞
め
た
永
井
龍
男
…
。
火
花
散
る

選
考
の
舞
台
裏

を
全
選
評
を
読

み
、
解
明
し
ま

し
た
。

話
し
上
手
へ
の
工
夫
や
コ
ツ
伝
授
　
日
本

で
は
、「
話
す
力
」よ
り
も「
聞
く
力
」の

ほ
う
が
大
事
な
せ
い
か
、
人
前
で
話
す
の

が
苦
手
な
人
が
断
然
多
数
で
す
。
人
前
で

上
手
に
話
す
た
め
の
学
習
や
訓
練
も
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
競
争
が
激
化
す
る
こ

れ
か
ら
の
世
界
で
、
話
し
下
手
で
は
、
就

活
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
学
究
、
メ
デ
ィ
ア
の

世
界
な
ど
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
幸
い
、
私
は
外
交

官
、
国
際
公
務
員
と
し
て
の
長
い
海
外
生

活
を
通
じ
て
、
世
界
の
素
晴
ら
し
い
話
し

上
手
を
身
近
に
観
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
夫
妻
な
ど
も
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
工
夫
や
コ

ツ
を
こ
の
本
で

お
教
え
し
ま

す
。

文春新書
８９６円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書

情
報
と
政
治
を
考
察
　「
見
ざ
る
、
言
わ

ざ
る
、
聴
か
ざ
る
」は
個
人
に
と
っ
て
は

安
楽
で
あ
っ
て
も
国
家
に
と
っ
て
は
ど
う

か
。
情
報
は
生
き
残
る
た
め
に
は
必
須
の

要
件
で
は
な
い
か
。
情
報
の
収
集
や
防
衛

を
政
治
の
延
長
線
上
で
と
り
あ
げ
た
。

　「
ス
パ
イ
は
生
き
て
い
る
」で
は
近
年

の
ス
パ
イ
事
件
を
め
ぐ
る
水
面
下
の
政
治

駆
け
引
き
。「
政
治
権
力
と
謀
略
」で
は

ロ
シ
ア
の
国
内
政
治
と
情
報
機
関
の
暗

闘
。「
国
家
権
力
と
情
報
機
関
」で
は
Ｋ

Ｇ
Ｂ
と
そ
の
継
承
組
織
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｆ
Ｂ

Ｉ
、
Ｍ
Ｉ
６
な
ど
各
国
の
機
関
の
歴
史
や

組
織
、
活
動
の
概
略
。「
狩
り
と
罠（
わ

な
）」で
は
日
本
を
舞
台
に
し
た
事
件
や

各
国
機
関
の
暗
殺
や
謀
略
、攻
防
の
実
態
。

「
情
報
戦
争
の
行
方
」で
は
国
家
機
密
と

内
部
告
発
、
情
報
産
業
の
繁
栄
、
始
ま
っ

て
い
る
サ
イ
バ
ー
戦
争
、
中
国
の
サ
イ
バ

ー
戦
略
な
ど
を

と
り
あ
げ
て
い

る
。

彩流社
３７８０円

地
域
紙
の
灯
を
絶
や
す
な
　
２
年
間
に
わ

た
っ
て
地
域
紙
26
社（
対
談
を
含
む
）を

訪
ね
ま
し
た
。
北
は
十
勝
毎
日
、
南
は
八

重
山
毎
日
ま
で
。
在
り
方
は
一
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
地
域

密
着
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
。
ア
メ
リ
カ

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
盛
ん

で
、
記
者
活
動
も
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
と
き
き
ま
す
。
日
本
で
は
全
国
紙
、
地

方（
県
）紙
の
力
が
強
く
、
地
域
紙
は
減

少
傾
向
で
す
。
放
っ
て
お
け
ば
ど
ん
ど
ん

消
え
て
い
き
そ
う
。
灯
を
絶
や
し
て
な
ら

な
い
と
の
思
い
で
全
国
を
歩
き
ま
し
た
。

空
白
地
区
は
多
く
あ
り
ま
す
。「
地
域
紙

よ
　
お
こ
れ
」

の
叫
び
を
き
い

て
く
だ
さ
い
。

清水弘文堂書房
１６２０円

開
拓
の
父
２
人
が
描
い
た
夢
　
敗
戦
の
年

の
夏
、
ソ
満
国
境
を
越
え
て
侵
攻
し
て
き

た
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
、
日
本
人
開
拓
団
８

万
人
が
命
を
失
い
、
４
千
人
を
超
え
る
残

留
孤
児
が
生
ま
れ
た
。
北
満
の
未
墾
の
曠

野
に
鍬
を
振
る
い
、
豊
か
な
農
村
建
設
を

夢
見
た
農
民
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
犠
牲

者
が
で
た
の
か
。
彼
ら
は
戦
後「
中
国
侵

略
の
先
兵
」と
し
て
否
定
さ
れ
続
け
た
。

戦
前
、
戦
中
に「
満
蒙
開
拓
の
父
」と
呼

ば
れ
た
２
人
の
人
物（
農
本
主
義
教
育

者
・
加
藤
完
治
と
軍
人
・
東
宮
鐵
男
）を

通
し
て
、日
本
人
の〝
満
蒙
開
拓
の
真
実
〟

に
迫
る
。
加
藤
、
東
宮
両
家
か
ら
戦
後
、

歴
史
の
底
に
沈

ん
で
い
た
貴
重

な
資
料
の
提
供

を
受
け
た
。

ウェッジ
各１７２８円

河出書房新社
１４０４円

＊原稿をお寄せください＊
　会員の皆さまが出版さ
れた本を「マイBOOKマイ
PR」でご紹介します。200
字程度で内容や狙いをお
まとめください。お問い合
わせは下記の担当者まで。
担当：村田
電話：03-3503-2729
メール：murata@jnpc.or.jp
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新しいOB会員

　新聞・テレビで39年生きてきました。
職場・環境変われども、生涯「記者」、
とりわけ「事件記者」であり続けたいと
思っています。

粕
かす

谷
や

　卓
たか

志
し 1976年朝日新聞入社。社会部、東
京社会部長、編集局長、編集担当
など。テレビ朝日常務を経て現在、
テレビ朝日ミュージック会長。

　会員各社との交流、マスコミ界の動
向、時事問題など見続けていきたい。

鳥
とり

居
い

　元
もと

吉
よし
1969年日本新聞協会入職。理事・
事務局長、専務理事、顧問を務め
2015年6月退職。

　ラテンアメリカ経済に魅力を感じ、早
期退職の道を選びました。大学院で学ん
だ後、フリーとしてゼロから出発します。

松
まつ

野
の

　哲
てつ

朗
ろう
1985年日本経済新聞入社。マニラ
支局長、経済解説部、産業地域研
究所など。2015年6月退社。

　26年間の記者生活、その後14年間の
地方大学教師稼業を経て、（自称）フリー
ジャーナリストとして再出発しました。

村
むら

上
かみ

　直
なお

久
ひさ 1975年時事通信入社。米UPI通信
出向、ブリュッセル特派員など。
2001年に退社後、15年3月まで長
岡技術科学大学に務め、現在、ニッ
ポンドットコム・シニアライター。

　一線で活躍する専門家や話題の当事
者の話を聞けるのが日本記者クラブの
魅力です。自己研鑽の場として活用さ
せていただきます。

吉
よし

田
だ

　弘
ひろ

之
ゆき 1980年毎日新聞入社。外信部長、
編集局次長、新聞研究本部長を務
め2015年退社。現在、同社客員編
集委員、アジア調査会常務理事・
事務局長。

過去の戦後企画　ウェブサイトで読めます

　会報に掲載してきた戦後企画を、クラブのウ
ェブサイトでご覧いただけます。トップページ
の「活動」から「会報」を選んでください。プリ
ントアウトして読むこともできます。
■戦後45年
・1990年９月号 13P
　①“あの旗に会いたい”終戦45年目の従軍記者
　　山崎英祐・読売新聞ラバウル特派員
■戦後50年
・1995年８月号 ４～７Ｐ
　記者たちの８月15日
　①地下壕の編集局 陣中新聞を発行
　　山崎英祐氏
　②欧米部別室　トイレット通信社
　　渡辺善一郎・毎日新聞欧米部記者
　③従軍カメラマン　北京で玉音放送きく
　　西井武好・同盟通信写真部記者
　④ポツダム宣言受諾　公使が特派員を集める
　　佐々木凛一・同盟通信ストックホルム支局
・同９月号 ４～５Ｐ
　⑤チロル山中に脱出　最後の特派員電打つ
　　江尻進・同盟通信ベルリン特派員
　⑥支局は外電傍受基地　現地召集され終戦に
　　枝松茂之・毎日新聞広東支局長
・同10月号　13P
　⑦ミズーリ号取材　同盟最後の仕事だった
　　西山武典氏・共同通信出身
■戦後60年
・2005年８月号 14 ～ 16Ｐ
　①私の従軍記　南方、北千島、中国戦線　愛
機はパルモス、ライカ、バルダックス

　　西井武好氏
・同11月号 ８～ 10Ｐ
　②モンテンルパ、ベトナム、そして中国
　　中俣富三郎・中日新聞・東京新聞北京特派員
・同12月号 12 ～ 13Ｐ
　③同盟マカッサル支社局～苦難に満ちた3年
間～

　　内田啓明・同盟通信記者

http://www.jnpc.or.jp/

●宇野宗佑　外相（1988.6.10）
●小渕恵三　官房長官（1988.8.26）
●李鵬　中国首相（1989.4.14）
●盧泰愚　韓国大統領（1990.5.26）
●アンジェイ・ワイダ　映画監督（1992.10.23）
●イチロー　プロ野球選手（1994.11.4）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトか
らアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

■会見詳録　会見の全文文字記録版
●シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」⑰
　「私の戦後70年、ゾルゲの場合」篠田正浩・映
画監督（2015.6.1）
●ベニグノ・アキノ・フィリピン大統領記者会
見（和文・英文）（2015.6.5）

HP更新情報

情報発信
■市川隆太記者遺稿集 出版記念会
　中日新聞北陸本社報道部長だった2014年７
月、脳出血のため54歳で死去した市川氏を偲ぶ
とともに、仲間たちによる遺稿集『番犬の流儀�
東京新聞記者・市川隆太の仕事』（明石書店）の
出版記念会が開かれた。（7.10　10階ホール）
■国民安保法制懇 緊急記者会見
　同会は憲法や安全保障の専門家で構成されて
いる。会見には早大教授の長谷部恭男氏、元内
閣法制局長官の大森政輔氏、東大名誉教授の樋
口陽一氏ら７人が登壇、集団的自衛権の行使容
認は違憲だなどとして、安保法案の廃案を求め
た。（7.13　会見場）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：136社　⃝基本会員：748人　⃝個人会員：1,364人　
⃝法人・個人賛助会員：61社・138人　⃝特別賛助会員：96人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：126人 計：197社・2,484人

クラブの電話　ダイヤルイン

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　鱧懐石（9/4まで）

　先付：豆乳豆腐　刺身：鮪、勘八、鱧湯引き　
鍋：鱧しゃぶしゃぶ、水菜、長ねぎなど　揚物：
鱧天ぷら　食事：鱧ご飯　水菓子：季節の果物　
グラス冷酒付き（4,860円）� （板長：大井由光）

洋食　シチュードビーフコース（9/5まで）

　スズキのカルパッチョ　サラダ仕立て、ヴィシ
ソワーズ、シチュードビーフ　デミグラスソース、
シャーベット、パン、コーヒー付き（3,780円）。ラ
ンチ、ディナー（土曜日はランチのみ９階レスト
ラン）ともにご利用いただけます。�（シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込です 10階ホール天井の工事が始まりました
　７月27日から８月25日までの予定で、10階ホ
ール天井部分の耐震化工事が始まりました。こ
の期間中、ラウンジから直接10階へつながる階
段は使用できません。ご迷惑をおかけしますが
ご理解ください。

会員社ホール　│イ│ベ│ン│ト│情│報│
浜離宮朝日ホール▶山崎伸子 チェロ・リサイタ
ル with 加藤洋之（ピアノ）　2007年に始まり10年
におよぶ「チェロ・ソナタ・シリーズ」の第９回。
バッハの無伴奏チェロ組曲第3番、ショパンの
チェロ・ソナタなどの名作を届けます。
11/20（金）19時（一般4,000円　学生2,000円）●
03︲3267︲9990
日経ホール▶シャンドル＆アダム・ヤボルカイ兄
弟 with モーツァルトハウス・ウィーン弦楽四重
奏団　「ウィーン・アーティスト・オブ・ザ・イ
ヤー」にも選ばれた二人組が、彼らのカルテット
を連れて来日。モーツァルトハウスゆかりの四重
奏曲と、兄弟の超絶技巧をお聴き逃しなく。
9/29（火）18時半（3,800円）●03︲3943︲7066
サントリーホール▶サントリーホールフェスティ
バル2015 オープニング・フェスタ―Sounds カ
ーニバル―　2011年にスタートした秋のクラシ
ックの祭典。オーケストラをはじめ、さまざまな
アーティストが集います。お祭りの華やかな幕
開けをぜひお楽しみください。
10/3（ 土 ）18時（10,000～26,000円 ）●0570︲55︲
0017
王子ホール▶銀座ぶらっとコンサート#100 平田
耕治　タンゴ四重奏　人気の「銀座ぶらっとコン
サート」がついに100回目を迎えます。この記念
すべきステージに登場するのはバンドネオンの
鬼才、平田耕治と凄腕の仲間たち。情熱と哀愁
をはらむ音色に魅了されること請け合いです。
8/26（水）13時半（2,800円）●03︲3567︲9990

レストラン・アラスカ 夜の半額サービス
8月31日（月）まで

　毎年恒例のアラスカ半額サービスを今年も行いま
す。期間中はディナータイムの一般メニューを全て
半額で提供します。ご家族や友人との会食にぜひご
利用ください。ご予約（03-3503-2766）をお願いし
ます。

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　大寺　廣幸　佐塚　正樹 

鈴木　　仁　高橋　　茂　長﨑　和夫 
藤井　良広　藤澤　秀敏　向山　明生 
渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

＜訃報＞
　鈴木沙雄会員（朝日新聞出身、87歳）が４月24
日、小林樹会員（テレビ朝日出身、79歳）が７月
８日、同15日には鶴木眞会員（東京大学名誉教
授、72歳）と森田昌芳会員（中日新聞出身、84歳）
が死去されました。謹んでご冥福をお祈りいた
します。

■今号は「書いた話・書かなかった話」を休載し
ました。ご了承ください。

　事務局の小橋敏文経理担当（61）が７月30日付
で退職しました。1980年3月、フロアマネジャ
ーとして採用され、86年に経理担当に。以来30
年近く事務局の“金庫”を預かってきました。陰
日なたのない黙々とした仕事ぶりには、同僚と
して頭が下がる思いでした。
　「ゴルフの会」の世話役も30年務めました。コ
ンペ当日は3時間前にコース会場に到着して準
備にあたっていたそうです。同会は103回を数
えています。初代事務局長の前田雄二さんが始
めた「ゴルフの会」の伝統を絶やさないため、新
しい方々の勧誘にも努めた小橋さんに対して、
同会会員の方々から「親身になって世話をして
いただいた」とねぎらいの言葉がありました。
� （長谷川和子）

■小橋敏文・経理担当が退職しました■

　元共同通信社長の犬養康彦会員（87歳）が７月
12日、虚血性心疾患のため死去されました。
　犬養氏は1986年理事に就任、施設運営、総務
各委員長を経て、88年から91年まで副理事長を
務めました。
　クラブ史に残るゴルバチョフ・ソ連大統領の
深夜会見（91.4.19）を司会者として仕切られまし
たが、到着予定が遅れに遅れ午前０時半スター
トという異例の会見が実現したのも、「何時に
なってもやろう」という犬養副理事長の強い決
意によるものでした。心からご冥福をお祈りい
たします。

犬養康彦・元クラブ副理事長が死去
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撮影：早
はや

坂
さか

　洋
よう

祐
すけ

（産経新聞東京本社写真報道局）

「玉砕の島」硫黄島。火山活動による隆起で姿を現した、米軍の船の残骸が点在する（中央）。奥は摺鉢山
＝６月12日、東京都小笠原村

写 真 回 廊

　
京
都
の
人
が「
前
の
戦
争
」と
言
え
ば
応
仁
の
乱
―
―
は

さ
て
お
き
、
子
供
の
こ
ろ
郷
里
に
背
筋
が
ピ
ン
と
伸
び
た
お

爺
さ
ん
が
い
た
。
日
露
戦
争
で
騎
兵
だ
っ
た
と
か
。
米
俵
を

両
脚
で
挟
ん
で
運
ぶ
筋
力
特
訓
の
こ
と
な
ど
、
周
囲
に
話
し

て
い
た
。
あ
の
老
人
の「
前
の
戦
争
」だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
夏
は
、
安
倍
談
話
で
騒
が
し
い
。
戦
後
50
年
の
村
山

談
話
、
同
60
年
の
小
泉
談
話
を
ど
う
引
き
継
ぐ
か
に
関
心
が

集
ま
る
。
半
世
紀
は
確
か
に
節
目
だ
。
60
年
も「
還
暦
」と

言
う
と
お
り
干
支
が
一
周
す
る
節
目
。
70
年
は
、
は
て
。

　
確
か
に
外
も
騒
が
し
く
、
ロ
シ
ア
は
５
月
９
日
の
対
独
戦

勝
70
周
年
記
念
日
に
、
モ
ス
ク
ワ
の
赤
の
広
場
で
ソ
連
崩
壊

以
来
最
大
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
を
挙
行
し
た
。
壇
上
に
プ
ー
チ

ン
大
統
領
と
、
習
近
平
・
中
国
国
家
主
席
が
肩
を
並
べ
た
。

　
同
じ
２
シ
ョ
ッ
ト
が
、
９
月
３
日
に
北
京
の
天
安
門
広
場

で
見
ら
れ
る
は
ず
だ
。
対
日
戦
勝
70
周
年
の
盛
大
な
軍
事
パ

レ
ー
ド
が
予
定
さ
れ
る
。
中
国
と
ロ
シ
ア
が「
世
界
反
フ
ァ

シ
ズ
ム
戦
争
」の
戦
勝
を
派
手
に
祝
う
の
は
、
も
う
一
つ
の

戦
後
、「
冷
戦
後
」を
う
や
む
や
に
す
る
魂
胆
で
は
な
い
か
。

　
冷
戦
は
、
民
主
主
義
と
市
場
経
済
を
兼
ね
備
え
た「
西
側
」

が
勝
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
こ
の
15
年
、
同
じ
人
が
権
力
を
一
手

に
し
、
中
国
は
共
産
党
一
党
独
裁
を
死
守
す
る
構
え
。
と
も

に
人
権
や
、
言
論
の
自
由
や
、
法
の
支
配
に
背
を
向
け
る
。

一
方
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
も
う
一
方
は
南
シ
ナ
海
で「
力
に
よ

る
現
状
変
更
」を
企
て
、
国
際
社
会
の
冷
た
い
視
線
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
い
や
、
わ
れ
こ
そ
は
大
戦
の
勝
者
に
し
て
戦

後
秩
序
の
勧
進
元
と
、声
高
に
名
乗
る
動
機
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
そ
ん
な
時
節
の
首
相
談
話
、余
計
な
口
実
を
与
え
ぬ
よ
う
、

あ
ま
り
力
ま
な
い
方
が
よ
い
。

�

（
土
谷
　
英
夫
）

ど
の
「
戦
後
」
な
の
か
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